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I. 町内会長向けアンケート（単位町内会長） 

１. 町内会組織について 

(1) 町内会が発足した時期 

問 2 貴町内会が発足したのはいつごろですか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 町内会が発足した時期をみると、「昭和 30 年代」（18%）、「昭和 40 年代」（18%）が最も多

く、続いて「昭和 50 年代」（15%）、「昭和 20 年代」（11%）の順であった。 

・ 昭和 50 年代までに約 7 割（68%）が発足している一方、平成に入ってから約 2 割（18%）

が発足している。 

 

図表 １ 町内会が発足した時期 

 

昭和１９年以前
6%

昭和２０年代

11%

昭和３０年代

18%

昭和４０年代

18%

昭和５０年代

15%

昭和６０年代
4%

平成元年～９年

10%

平成１０年以降

8%

わからない
5%

無効・無回答
5%

(N=1,281)
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(2) 町内会の役員の任期と役員任期の規定 

問 4 貴町内会の役員の任期と、役員任期の規定について教えてください。 

・ 町内会の役員の任期は、無効・無回答を除くと、「２年以下」（30%）が最も多く、続いて「１

年以下」（13%）、「２年超」（1%）の順であった。 

・ 役員任期の規定は、無効・無回答を除くと、「連続して同一の役員に就任可能な任期を設け

ている」（46%）が最も多く、続いて「特に規定はない」（39%）、「役員の定年を設けている」

（6%）の順であった。 

 

図表 ２ 役員の任期 

 

 

図表 ３ 役員の任期の規定 

 

1年以下
13%

２年以下

30%

２年超
1%

無効・無回答
56%

(N=1,281)

連続して同一の役

員に就任可能な
任期を設けている

46%

役員の定年を設

けている
6%

特に規定はない
39%

無効・無回答

9%

(N=1,281)
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(3) 専門部会の有無 

問 5 貴町内会では専門部会（またはそれに相当する組織）がありますか。 

・ 町内会での専門部会の有無をみると、「ある」（53%）、「ない」（42%）となっており、「ある」

が 5 割以上となっている。 

 

図表 ４ 専門部会の有無 

 

(4) 町内会の会長・役員の選び方 

問 6 貴町内会では、会長、役員はどのようにして選ばれますか。（会長、役員の選び方をそれぞれ１つ選んで

ご記入ください） 

・ 町内会の会長の選び方は、無効・無回答を除くと、「役員間での互選・推薦」（41%）が最も

多く、続いて「総会での選挙」（26%）、「その他」（8％）、「もちまわり」（6%）の順であった。 

・ 役員の選び方は、無効・無回答を除くと、「役員間での互選・推薦」（28%）が最も多く、続

いて「もちまわり」（19%）、「町内会長の指名」（15%）の順であった。 

 

図表 ５ 会長・役員の選び方 

 

ある
53%

ない
42%

無効・無回答

5%

(N=1,281)

26%

10%

41%

28%

6%

19%

4%

15%

3%

3%

8%

8%

14%

17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会長

役員

総会での選挙 役員間での互選・推薦 もちまわり 町内会長の指名 抽選 その他 無効・無回答

(N=1,281)
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(5) 役員会の開催頻度 

問 7 昨年度どの程度の頻度で役員会を開催しましたか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 役員会の開催頻度をみると、「月１回」（39%）が最も多く、続いて「２ヶ月に１回」（19%）、

「３ヶ月に１回」（19%）であった。 
 

図表 ６ 役員会の開催頻度 

 
 

(6) 町内会組織の組織運営上の課題 

問 8 貴町内会組織の運営で課題となっていることをお教えください。 

（下記 1～12のうち重要と思われる順に３つまで選んで記入ください。） 

・ 町内会組織の組織運営上の課題をみると、「役員の高齢化や成り手不足」（72%）が最も多く、

続いて「役員を中心に特定の人に負担が集中」（54%）、「会員の高齢化」（44%）の順であっ

た。 
 

図表 ７ 町内会組織の組織運営上の課題 

 

月１回

39%

２ヶ月に１回

19%

３ヶ月に１回

19%

半年に１回

8%

１年に１回

6%

その他

8%

無効・無回答

1%

(N=1,281)

72%

54%

44%

31%

14%

9%

9%

9%

7%

6%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80%

役員の高齢化や成り手不足

役員を中心に特定の人に負担が集中

会員の高齢化

行事の参加者が少ない（内容のマンネリ化など）

行政からの依頼事項が多い

未加入世帯の増加

集会する場所がない

新旧住民の交流が難しい

事務負担が大きい

新たな取り組みを行うノウハウがない

活動費の不足

その他

(N=1,281)
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２. 町内会への加入状況について 

(1) 町内会の世帯数 

問 9 町内会の世帯数をお教えください。（お分かりの範囲で） 

・ 町内会の世帯数をみると、小規模（概ね 100 世帯以下）の町内会が（27％）ある一方で、大

規模（概ね 400 世帯以上）の町内会も（22％）あった。 
 

図表 ８ 町内会の世帯数 

 
 

(2) 最近（直近５年程度）の町内会加入世帯数 

問 10 最近（直近５年程度）の町内会加入世帯数について教えてください。（あてはまるもの１つに○） 

・ 最近（直近５年程度）の町内会加入世帯数をみると、「かわらない」（45%）が最も多く、続

いて「増えている」（26%）、「減っている」（25%）の順であった。 
 

図表 ９ 最近（直近５年程度）の町内会加入世帯数 

 

100世帯以下

27%

101～200世帯

21%

201～300世帯

16%

301～400世帯

12%

401～500世帯

8%

501世帯以上

14%

無効・無回答

2%

(N=1,281)

増えている

26%

かわらない

45%

減っている

25%

わからない

2%

無効・無回答

2%

(N=1,281)
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(3) 町内会エリア内の集合住宅との関係 

問 11 貴町内会エリア内の集合住宅との関係について教えてください。 

・ 町内会エリア内の集合住宅との関係をみると、「全てではないが、町内会に加入している集

合住宅もある」（51%）が最も多く、続いて「全ての集合住宅が町内会に加入している」（18%）、

「集合住宅はない」（13%）の順であった。 
 

図表 １０ 町内会エリア内の集合住宅との関係 

  

  

全ての集合住

宅が町内会に

加入している

18%

全てではない

が、町内会に

加入している集

合住宅もある

51%

全ての集合住

宅が町内会に

加入していない

2%

集合住宅は

ない
13%

集合住宅のみ

で形成されてい

る町内会である

9%

無効・無回答

7%

(N=1,281)
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３. 町内会で実施されている活動について 

(1) 活動の状況 

問 12 貴町内会での、以下の表に掲げるＡ～Ｋの活動の実施状況についてお聞きします。 

Ａ～Ｋの活動の状況についてあてはまる欄に○をつけてください。 

・ 活動の状況を「積極的に活動」「ある程度活動」を合計した割合でみると、「住民相互の連絡」

（92%）が最も多く、続いて「住環境美化活動」（90%）、「地域の親睦・交流を図るための

活動」（87%）の順であった。 

・ 「あまり活動していない」「全く活動していない」を合計した割合でみると、「地域主体のま

ちづくり活動」（55%）が最も多く、続いて「文化活動・健康増進活動」（43%）、「地域住民

の声の行政への要望」（36%）の順であった。 

 

図表 １１ 活動の状況 

 

49%

57%

35%

14%

35%

28%

51%

17%

21%

26%

9%

38%

35%

41%

34%

44%

41%

39%

39%

38%

49%

25%

6%

3%

11%

26%

14%

18%

6%

25%

18%

14%

33%

4%

1%

7%

17%

3%

8%

1%

11%

10%

4%

22%

4%

4%

6%

9%

4%

6%

3%

9%

13%

7%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域の親睦・交流

を図るための活動

住民相互の連絡

慶弔行事への

相互協力

文化活動・

健康増進活動

防災活動

防犯や交通安全

に関する活動

住環境美化活動

地域住民の声の

行政への要望

地域福祉の増進

児童・生徒の

健全育成

地域主体の

まちづくり活動

積極的に活動 ある程度活動 あまり活動していない 全く活動していない 無効・無回答

(N=1,281)
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(2) 連携している団体 

問 12 貴町内会での、以下の表に掲げるＡ～Ｋの活動の実施状況についてお聞きします。 

Ａ～Ｋの活動のうち、他の団体と連携して活動を行っている場合は、連携している団体の属性について番号を

ご記入ください。 

 

A. 地域の親睦・交流を図るための活動 

・ 地域の親睦・交流を図るための活動をみると、「連合町内会」（49%）が最も多く、続いて「学

校」（29%）、「他の単位町内会」（18%）の順となっている。 

 

図表 １２ 地域の親睦・交流を図るための活動 
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B. 住民相互の連絡 

・ 住民相互の連絡をみると、「市役所又は区役所」（24%）が最も多く、続いて「連合町内会」

（18%）、「学校」（15%）の順となっている。 

 

図表 １３ 住民相互の連絡 

 

 

C. 慶弔行事への相互協力 

・ 慶弔行事への相互協力をみると、「連合町内会」（2.8%）、「他の単位町内会」（2.6%）が最も

多く、「地区民生委員児童委員協議会」（1.9%）、「赤十字奉仕団」（1.6%）が続いている。 

 

図表 １４ 慶弔行事への相互協力 
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D. 文化活動・健康増進活動 

・ 文化活動・健康増進活動をみると、「地域包括支援センター」（24%）が最も多く、続いて「地

区社会福祉協議会」（17%）、「連合町内会」（11%）の順となっている。 

 

図表 １５ 文化活動・健康増進活動 

 

 

E. 防災活動 

・ 防災活動をみると、「連合町内会」（46%）が最も多く、続いて「学校」（22%）、「市役所又

は区役所」（18%）の順となっている。 

 

図表 １６ 防災活動 
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F. 防犯や交通安全に関する活動 

・ 防犯や交通安全に関する活動をみると、「地区交通安全協会」（41%）が最も多く、続いて「連

合町内会」（24%）、「学校」（14%）の順となっている。 

 

図表 １７ 防犯や交通安全に関する活動 

 

 

G. 住環境美化活動 

・ 住環境美化活動をみると、「市役所又は区役所」（23%）が最も多く、続いて「連合町内会」

（9%）、「学校」（6%）の順となっている。 

 

図表 １８ 住環境美化活動 
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H. 地域住民の声の行政への要望 

・ 地域住民の声の行政への要望をみると、「連合町内会」（29%）が最も多く、続いて「市役所

又は区役所」（24%）、「他の単位町内会」（6%）の順となっている。 

 

図表 １９ 地域住民の声の行政への要望 

 

 

I. 地域福祉の増進 

・ 地域福祉の増進をみると、「地区社会福祉協議会」（34%）が最も多く、続いて「地区民生委

員児童委員協議会」（20%）、「地域包括支援センター」（18%）の順となっている。 

 

図表 ２０ 地域福祉の増進 
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J. 児童・生徒の健全育成 

・ 児童・生徒の健全育成をみると、「学校」（40%）が最も多く、続いて「連合町内会」（15%）、

「児童館」（10%）の順となっている。 

 

図表 ２１ 児童・生徒の健全育成 

 

 

K. 地域主体のまちづくり活動 

・ 地域主体のまちづくり活動をみると、「連合町内会」（17%）が最も多く、続いて「市役所又

は区役所」（13%）、「他の単位町内会」（4%）の順となっている。 

 

図表 ２２ 地域主体のまちづくり活動 
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(3) 力を入れていきたい活動 

問 12 貴町内会での、以下の表に掲げるＡ～Ｋの活動の実施状況についてお聞きします。 

町内会で（引き続き、新たに）力を入れていきたい活動すべてに○をつけてください。 

・ 力を入れていきたい活動をみると、「防災活動」（50%）が最も多く、続いて「地域の親睦・

交流を図るための活動」（48%）、「住環境美化活動」（36%）の順であった。 

 

図表 ２３ 力を入れていきたい活動 
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(4) 連携して行っている代表的な活動 

問13 問12でお教えいただいた他の団体と連携して行っている活動について、代表的な活動の名称、連携し

ている代表的な団体、連携の経緯・きっかけや活動内容についてお教えください。（代表的な活動を１つ） 

・ 連携して行っている代表的な活動の連携している団体をみると、「連合町内会」（60%）が最

も多く、続いて「学校」（45%）、「地区社会福祉協議会」（37%）の順であった。 

 

図表 ２４ 代表的な活動の連携している団体 
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４. 東日本大震災の経験を踏まえた町内会の活動について 

(1) 東日本大震災時の活動状況 

問 14 東日本大震災時の活動状況についてお教えください。（あてはまるものすべてに○） 

・ 東日本大震災時の活動状況をみると、「安否確認や見回り」（77%）が最も多く、続いて「避

難施設の運営」（42%）、「生活に必要な情報の提供」（38%）の順であった。 

 

図表 ２５ 東日本大震災時の活動状況 

 

 

(2) 震災後の地域住民の意識の変化 

問 15 震災後、地域住民の意識に変化はありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 震災後の地域住民の意識の変化をみると、「特にかわらない」（49%）が最も多く、続いて「活

動・行事への参加者が増えた」（27%）、「活動・行事への意見や要望が増えた」（26%）の順

であった。 

 

図表 ２６ 震災後の地域住民の意識の変化 
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(3) 震災後、新たに取り組んだり、より力を入れるようになった活動や行事 

問 16 震災後、新たに取り組んだり、より力を入れるようになった活動や行事はありますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

・ 震災後、新たに取り組んだり、より力を入れるようになった活動や行事をみると、「防災訓

練、避難所運営訓練の実施」（58%）が最も多く、続いて「要配慮者（高齢者、障がい者）

の避難支援の体制づくり」（44%）、「家庭での防災対策の呼びかけ（家具固定、備蓄など）」

（42%）「町内会での防災資機材、備蓄などの充実」（42％）であった。 
 

図表 ２７ 震災後、新たに取り組んだり、より力を入れるようになった活動や行事 

 
 

(4) 今後、地域の防災力を向上させるために、町内会が担う必要があると思う役割 

問 17 今後、地域の防災力を向上させるために、町内会が担う必要があると思う役割について教えてください。

（あてはまるもの３つまで○） 

・ 今後、地域の防災力を向上させるために、町内会が担う必要があると思う役割をみると、「災

害時の避難に支援の必要な方を把握し、いざというときの支援の仕組みを作る」（53%）が

最も多く、続いて「災害時の救出・救助訓練や避難訓練などに取り組む」（46%）、「日ごろ

から防災のお知らせを出すなど、広報活動に取り組む」（45%）の順であった。 
 

図表 ２８ 今後、地域の防災力を向上させるために、町内会が担う必要があると思う役割 
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５. 町内会活動の担い手について 

(1) 現在、町内会活動を中心的に担っている人 

問 18 現在、町内会活動を中心的に担っているのはどのような人ですか。（あてはまるもの３つまで○） 

・ 現在、町内会活動を中心的に担っている人をみると、「退職者・年金受給者」（77%）が最も

多く、続いて「専業主婦」（52%）、「勤務者（常勤）」（45%）の順であった。 

 

図表 ２９ 現在、町内会活動を中心的に担っている人 

 

 

(2) 子育て世代等の若い住民の参加状況 

問 19 貴町内会では、子育て世代等の若い住民が活動に参加していますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 子育て世代等の若い住民の参加状況をみると、「役員として参加している」（28%）が最も多

く、続いて「役員ではないが担い手として活動には参加している」（25%）、「あまり参加し

ていない」（22%）の順であった。 

 

図表 ３０ 子育て世代等の若い住民の参加状況 

 

77%

52%

45%

21%

17%

5%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

退職者・年金受給者

専業主婦

勤務者（常勤）

会社経営者・自営業者

勤務者（非常勤）

農林漁業従事者

その他

(N=1,281)

役員として

参加している
28%

役員ではな

いが担い手と

して活動には

参加している

25%

あまり参加

していない
22%

ほとんど参加

していない
21%

無効・無回答

4%

(N=1,281)
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(3) 女性の参加状況 

問 20 貴町内会では、女性が活動に参加していますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 女性の参加状況をみると、「役員として参加している」（72%）が最も多く、続いて「役員で

はないが担い手として活動には参加している」（17%）、「あまり参加していない」（4%）の順

であった。 

 

図表 ３１ 女性の参加状況 

 

 

(4) 集合住宅の住民の参加状況 

問 21 集合住宅の住民は、活動に参加していますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 集合住宅の住民の参加状況は、無効・無回答を除くと、「ほとんど参加していない」（31%）

が最も多く、続いて「あまり参加していない」（19%）、「役員として参加している」（15%）

の順であった。 

 

図表 ３２ 集合住宅の住民の参加状況 

 

 

役員として

参加している
72%

役員ではない

が担い手とし

て活動には

参加している

17%

あまり参加

していない
4%

ほとんど参加

していない
3%

無効・無回答

4%

(N=1,281)

役員として

参加している
15%

役員ではない

が担い手とし

て活動には参

加している

9%

あまり参加

していない
19%

ほとんど参加

していない
31%

無効・無回答

26%

(N=1,281)
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(5) 役員の成り手を確保するための工夫 

問 22 役員の成り手を確保するため、どのような工夫をしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 役員の成り手を確保するための工夫をみると、「役員や会員とのコミュニケーションを大事

にする」（54%）、「活動への参加・協力をよびかける」（54%）が最も多く、続いて「役員に

報酬を支払っている」（37%）、「町内会の役割や活動内容を周知する」（33%）の順であった。 
 

図表 ３３ 役員の成り手を確保するための工夫 

 
 

(6) 町内会の行事の参加者を増やすための工夫 

問 23 町内会の行事の参加者を増やすため、どのような工夫をしていますか（あてはまるものすべてに○） 

・ 町内会の行事の参加者を増やすための工夫をみると、「行事の日程を早めにお知らせする」

（69%）が最も多く、続いて「町内会行事の広報チラシを工夫する」（55%）、「町内会の活

動を常に見直し、関心を持たせる」（35%）の順であった。 
 

図表 ３４ 町内会の行事の参加者を増やすための工夫 

 

54%

54%

37%

33%

28%

26%

25%

21%

8%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

役員や会員とのコミュニケーションを大事にする

活動への参加・協力をよびかける

役員に報酬を支払っている

町内会の役割や活動内容を周知する

活動の透明性を高める

時間的な負担を軽減する

役員一人当たりの作業負担を軽減する

町内会の活動を常に見直し、興味を持たせる

その他

特に工夫していることはない

(N=1,281)

69%

55%

35%

32%

23%

7%

6%

9%

0% 20% 40% 60% 80%

行事の日程を早めにお知らせする

町内会行事の広報チラシを工夫する

町内会の活動を常に見直し、関心を持たせる

直接会ったときに誘う

連合町内会と一緒に周知する

他の団体に周知に協力いただく

その他

特に工夫していることはない

(N=1,281)
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(7) 町内会加入への取り組み状況 

問 24 町内会加入への取り組みを行っておりますか（あてはまるもの１つに○） 

・ 町内会加入への取り組み状況をみると、「行っている」（60%）、「行っていない」（37%）と

なっており、「行っている」が６割となっている。 

 

図表 ３５ 町内会加入への取り組み状況 

 

 

(8) 町内会加入に向けた取り組み内容 

問 25 問 24で「１．行っている」とした方にお聞きします。 

町内会加入に向けた取り組みの内容について教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

・ 町内会加入に向けた取り組み内容をみると、「会長や役員が面談し、説明している」（51%）

が最も多く、「会報やチラシを配布している」（49%）、「班長が面談し、説明している」（48%）

が続いている。 

 

図表 ３６ 町内会加入に向けた取り組み内容 

 

 

行っている

60%

行っていない

37%

無効・無回答

3%

(N=1,281)

51%

49%

48%

28%

12%

1%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

会長や役員が面談し、説明している

会報やチラシを配布している

班長が面談し、説明している

集合住宅の建設時等に開発事業者を通じて働きかけている

地域イベントの際に説明している

ホームページやメールによる加入案内

その他

(N=761)
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６. 町内会の広報活動について 

(1) 活動の主な伝達手段・広報手法 

問 26 現在利用されている活動の伝達手段、広報手法は主にどのようなものを使っていますか（それぞれ、あ

てはまるものに○） 

・ 現在利用している伝達手段、広報手法をみると、「回覧板」（89%）が最も多く、続いて「掲

示板」（83%）、「お知らせの個別配布」（65%）の順であった。 

・ 今後の利用に関心がある伝達手段、広報手法をみると、「町内会だより」（11%）が最も多く、

続いて「Ｅメール、携帯メール」（8%）、「電話連絡網」（7%）の順であった。 

・ 利用する予定はない伝達手段、広報手法をみると、「ホームページ」（31%）が最も多く、続

いて「Ｅメール、携帯メール」（27%）、「電話連絡網」（19%）の順であった。 

 

図表 ３７ 活動の主な伝達手段・広報手法 

 

 

65%

89%

83%

23%

2%

4%

44%

1%

4%

1%

3%

7%

6%

8%

11%

0%

5%

2%

2%

19%

31%

27%

10%

3%

26%

8%

12%

51%

61%

61%

35%

96%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お知らせの個別配布

回覧板

掲示板

電話連絡網

ホームページ

Ｅメール、携帯メール

町内会だより

その他

現在利用している 今後の利用に関心がある 利用する予定はない 無効・無回答

(N=1,281)
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(2) 町内会で実施している活動の認知度 

問 27 貴町内会で実施されている活動は、住民の方に十分認知されていますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 町内会で実施している活動の認知度をみると、「認知されているが、一部の住民には伝わっ

ていない」（57%）が最も多く、続いて「活動が十分認知されている」（32%）、「活動が十分

認知されていない」（7%）の順であった。 

 

図表 ３８ 町内会で実施されている活動の認知度 

 

 

(3) 町内会の伝達手段や広報活動についての課題 

問 28 町内会の伝達手段や広報活動についてどのような課題がありますか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 町内会の伝達手段や広報活動についての課題をみると、「回覧板が回るのが遅い」（44%）が

最も多く、続いて「行政からの依頼の回覧物が多い」（36%）、「集合住宅への広報が難しい」

（34%）の順であった。 

 

図表 ３９ 町内会の伝達手段や広報活動についての課題 

 

活動が十分

認知されて

いる

32%認知されて

いるが、一部

の住民には

伝わってい

ない
57%

活動が十分

認知されて

いない

7%

無効・無回答

4%

(N=1,281)

44%

36%

34%

18%

14%

9%

9%

7%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

回覧板が回るのが遅い

行政からの依頼の回覧物が多い

集合住宅への広報が難しい

広報紙を作成したいが、担い手がいない

わかりやすい広報物をつくるのが難しい

ホームページの作成等、インターネットを

活用したいが、担い手がいない

広報活動に力を入れたいが、予算が無い

その他

特にない

(N=1,281)
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７. 町内会の活動拠点について 

(1) 集会所・集会室の所有状況と築年数 

問 29 貴町内会では、集会所・集会室をおもちですか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 集会所・集会室の所有状況をみると、「持っていない（利用する都度、借りている）」（42%）

が最も多く、続いて「自己所有している」（41%）、「賃借している（無償含む）」（15%）の

順であった。 

・ 自己所有している集会所・集会室の築年数については、無効・無回答を除くと、「30 年以上」

（17%）が最も多く、続いて「25 年～30 年未満」（5%）、「20 年～25 年未満」（4%）の順で

あった。 

図表 ４０ 集会所・集会室の所有状況と築年数 

 
 

(2) 集会所を所有することの課題 

問 30 問29で「１．自己所有している」とされた方にお聞きします。集会所を所有することの課題について教え

てください。（あてはまるものすべてに○） 

・ 集会所を所有することの課題は、特にないを除くと、「集会所の老朽化」（46%）が最も多く、

続いて「用具等の保管スペースの確保」（34%）、「集会所の管理費用」（31%）の順であった。 
 

図表 ４１ 集会所を所有することの課題 

 

賃借している（無

償含む）
15%

持っていない（利

用する都度、借り

ている）

42%

無効・無回答

2%

10年未満

4%

10～15年未満

3%

15～20年未満

3%

20～25年未満

4%

25～30年未満

5%

30年以上

17%

無効・無回答

5%

自己所有

している

41％

（Ｎ＝1,281）

46%

34%

31%

13%

12%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

集会所の老朽化

用具等の保管スペースの確保

集会所の管理費用

集会所の利用調整

その他

特にない

(N=522)
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(3) 役員会等の町内会の会合の主な場所 

問 31 問 29で「３．持っていない」とされた方にお聞きします。 

（１）役員会等の町内会の会合は、主にどこで行っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 役員会等の町内会の会合の主な場所をみると、「ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｾﾝﾀｰ」（31%）が最も多く、続いて

「会長宅」（23%）、「市民センター」（20%）の順であった。 

 

図表 ４２ 役員会等の町内会の会合の主な場所 

 

(4) 集会所を持っていないことによる課題 

問 31 問 29で「３．持っていない」とされた方にお聞きします。 

（２）集会所を持っていないことでどのような課題がございますか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 集会所を持っていないことによる課題は、「特にない」を除くと、「総会等の活動場所の確保」

（38%）が最も多く、続いて「活動時間の制約」（26%）、「集会所を借りる際の賃料の負担」

（16%）の順であった。 

 

図表 ４３ 集会所を持っていないことによる課題 

  

31%

23%

20%

7%

6%

6%

5%

2%

1%

35%

0% 10% 20% 30% 40%

ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｾﾝﾀｰ

会長宅

市民センター

集合住宅の集会室

好日庵

民間の貸館

社務所・寺

老人憩の家

学校等の会議室

その他

(N=542)

38%

26%

16%

11%

36%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

総会等の活動場所の確保

活動時間の制約

集会所を借りる際の賃料の負担

その他

特にない

(N=542)
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８. 町内会の活動エリアについての印象 

(1) 地域の概況について 

問 32 地域の概況について教えてください※（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

A. 土地利用の状況 

・ 地域の土地利用の状況をみると、「戸建・集合住宅混在」（49%）が最も多く、続いて「戸建

住宅地」（27%）、「ほぼ集合住宅」（10%）の順であった。 

 

図表 ４４ 土地利用の状況 

  

B. 地域の歴史 

・ 地域の歴史をみると、「昭和 40 年代～昭和 60 年代開発」（32%）が最も多く、続いて「戦前

から」（31%）、「戦後～昭和 30 年代開発」（22%）の順であった。 

 

図表 ４５ 地域の歴史 

  

  

戸建住宅地

27%

戸建・集合住

宅混在
49%

住商混合

6%

ほぼ集合住

宅
10%

中山間地域

2%

無効・無回答

7%

(N=1,281)

戦前から

31%

戦後～昭和30

年代開発
22%

昭和40年代～

昭和60年代開

発

32%

平成期開発

9%

無効・無回答

6%

(N=1,281)
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C. 商店街の有無 

・ 地域の商店街の有無をみると、「有」（31%）、「無」（65%）となっている。 

 

図表 ４６ 商店街の有無 

 

 

D. 農地の有無 

・ 地域の農地の有無をみると、「ほとんどない」（82%）が最も多く、続いて「農地が混在して

いる」（10%）、「農地中心」（4%）の順であった。 

 

図表 ４７ 農地の有無 

 

 

有

31%

無

65%

無効・無回答

4%

(N=1,281)

ほとんどない

82%

農地が混在し

ている
10%

農地中心

4%

無効・無回答

4%

(N=1,281)
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(2) 地域住民の世帯構成の特徴 

問 33 地域住民の特徴についてお教えください。 

世帯構成（主にあてはまるもの２つに○） 

・ 地域住民の世帯構成の特徴をみると、「高齢者のみの世帯が多い」（71%）が最も多く、続い

て「夫婦のみの世帯が多い」（46%）、「未成年の子供のいる核家族が多い」（20%）の順であ

った。 

 

図表 ４８ 住民の世帯構成の特徴 

 

 

(3) 地域住民の居住年数の特徴 

問 33 地域住民の特徴についてお教えください。 

住民の居住年数の特徴（あてはまるもの１つに○） 

・ 地域住民の居住年数の特徴をみると、「長く住んでいる人が多い」（78%）が最も多く、約 8

割を占め、続いて「住民の入れ替わりが多い」（10%）であった。 

 

図表 ４９ 住民の居住年数の特徴 

 

71%

46%

20%

13%

6%

0%

4%

6%

0% 20% 40% 60% 80%

高齢者のみの世帯が多い

夫婦のみの世帯が多い

未成年の子供のいる核家族が多い

単身世帯が多い

三世代以上の同居世帯が多い

外国人世帯が多い

わからない

無効・無回答

(N=1,281)

長く住んでいる

人が多い
78%

住民の入れ替

わりが多い
10%

わからない

5%

無効・無回答

7%

(N=1,281)
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９. 回答者属性 

(1) 会長自身について 

問 33 会長様ご自身についておたずねします。（それぞれ、あてはまるものに○） 

A. 性別 

・ 性別をみると、「男性」（86%）、「女性」（10%）となっており、「男性」が約 9 割となってい

る。 

 

図表 ５０ 性別 

 

B. 年齢 

・ 年齢をみると、「70 歳代」（46%）が最も多く、続いて「60 歳代」（30%）、「80 歳以上」（11%）

の順となっており、60 歳以上が約 9 割となっている。 

 

図表 ５１ 年齢 

 

 

男性

86%

女性

10%

無効・無回答

4%

(N=1,281)

２０歳代

0%
３０歳代

1%
４０歳代

3%

５０歳代

7%

６０歳代

30%７０歳代

46%

８０歳以上

11%

無効・無回答

2%

(N=1,281)
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C. 職業 

・ 職業をみると、「退職者・年金受給者」（58%）が最も多く、続いて「会社経営者・自営業者」

（14%）、「勤務者（常勤）」（13%）の順となっている。 

 

図表 ５２ 職業 

 

 

  

農林漁業

従事者
2%

会社経営者・自

営業者
14%

勤務者（常勤）

13%

勤務者

（非常勤）
5%

退職者・年金

受給者
58%

（1～5を除い

た）専業主婦
4%

その他

2%

無効・無回答

2%

(N=1,281)
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D. 会長に就任してからの年数 

・ 会長に就任してからの年数をみると、「３年以上」（52%）が最も多く、続いて「１年未満」

（23%）、「１～２年未満」（12%）の順となっている。 

 

図表 ５３ 会長に就任してからの年数 

 

 

 

 

1年未満

23%

１～２年未満

12%

２～３年未満

11%

３年以上

52%

無効・無回答

2%

(N=1,281)

14 %

44 %

21 %

6 %

4 %

2 %

1 %

8 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

～5年未満

5～10年未満

10～15年未満

15～20年未満

20～25年未満

25～30年未満

30年以上

3年以上期間無回答

※３年以上の内訳 (N=665)
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E. 居住年数 

・ 居住年数をみると、「30 年以上」（58%）が最も多く、「10 年～20 年未満」（14%）、「20 年～

30 年未満」（14%）が続いており、10 年以上居住している人が約 9 割となっている。 

 

図表 ５４ 居住年数 

 

 

F. １ヶ月平均の町内会業務従事日数 

・ １ヶ月平均の町内会業務従事日数をみると、「10 日～15 日未満」（24%）、「５日～10 日未満」

（24%）が最も多く、「５日未満」（13%）、「15 日～20 日未満」（13%）が続いている。 

 

図表 ５５ １ヶ月平均の町内会業務従事日数 

 

（注釈）期間にて記入された回答については、中間値に換算して集計した（例えば３～５日と記入され

ている場合は４日に換算）。 

 

２年未満

1% ２年～５年未満

3%
５年～10年

未満
6%

10年～20年

未満
14%

20年～30年

未満
14%

30年以上

58%

無効・無回答

4%

(N=1,281)

～5日未満

13%

5～10日未満

24%

10～15日未満

24%

15～20日未満

13%

20～25日未満

11%

25～30日未満

4%

30日以上

3%

無効・無回答

8%

(N=1,281)
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G. 町内会長以外に引き受けている地域団体等の役職・役員 

・ 町内会長以外に引き受けている地域団体等の役職・役員をみると、「地区社会福祉協議会」

（40%）が最も多く、続いて「地区防犯協会」（38%）、「地区交通安全協会」（32%）の順と

なっている。 

 

図表 ５６ 町内会長以外に引き受けている地域団体等の役職・役員 

 

  

40%

38%

32%

28%

27%

25%

16%

12%

6%

6%

5%

3%

3%

1%

28%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地区社会福祉協議会

地区防犯協会

地区交通安全協会

学区民体育振興会

赤十字奉仕団

ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｾﾝﾀｰ運営委員会

地区募金会

連合町内会長

消防団

民生・児童委員

地区老人クラブ連合会

子ども会

婦人防火クラブ

ＰＴＡ

その他

(N=1,281)
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１０. 自由記述 

担い手について 

・会議や事業は、平日の日中に開催される事が多く、常勤勤務者が出席するには、会社（職場）の協

力が必要不可欠です。町内会長は現役引退された方や自営業者など時間の制約が少ない方でなけれ

ば務まらないという現実があることが、会長後継者や役員のなり手不足の一つの要因ではないかと

思っています。 

・担い手確保には、地域の子ども達を育てる事が最も良い方法だと思います。当町内会では少年野球

を通じ、親たちが会合や試合でコミュニケーションを図り、その親たちが役員候補に手を挙げるよ

うになりました。 

・かつての「青年団」が果たしていたような役割を担う組織が求められていると思います。被災地で

はあれだけボランティアで若者たちがパワーを発揮しているのですから、工夫すれば決して不可能

ではないと思います。若い世代が参加すれば、町内会の行事にも活気が出てくるし、また、それは

地域の防災力を強めるためにも重要と思います。是非取り組みたいと考えています。 

 

町内会の設立について 

・マンション独自で町内会を立ち上げられないか検討をし、市の担当者とも相談をしながら立ち上げ

ました。行事への参加も強制ではありませんし、興味関心のある方が参加できる機会を与えられる

ように企画立案しています。これから高齢化が進むことが予想されますが、地区の民生委員さんや

社会福祉協議会などと連携を保ちながら運営していきたいと思います。 

 

集会所について 

・地域の周辺に集会場がなく、非常に困っています。無料で利用できる集会場は、遠距離であること

や坂道を登らなければならないなどの理由で利用していません。町内会会員は高齢者が多く、徒歩

圏内でないと集まれず、会員相互の意思疎通がとりにくい状況です。役員会や総会を開く場合、自

宅で開催しなければならないとの不安があり、そのことも役員の成り手不足の原因になっています。 

・集会所を建設後、２つの大きな地震を経験し、建替計画を進めてきましたが、資材等の高騰により

中断せざるを得なくなりました。補助金の条件の拡大をお願いし、町内会の夢を実現させていただ

きたいと存じます。 

 

広報物について 

・会長を引き受けてから毎月「町内会だより」（全家庭配布）を作り続けています。町内の様子、役員

会（班長会を含む全体会）の様子、環境美化・ごみ集積所の様子、また公園や集会所の清掃日のお

知らせ等の内容をお知らせしています。「町内会だより」により、町内会活動の理解・協力が得られ

ていると思っています。 
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防災活動に関して 

・東日本大震災後、周知を重ね自助・共助の大切さを各人が自覚できるところまできました。先日の

避難訓練では多くの住民が参加してくれ、かなり浸透したかなと考えています。これに要援護者対

策がしっかりできる体制を作り上げれば町内会の存在意義を理解して貰えるかなと思います。その

ためにも各町内会の連携を深め、防災対策連絡会の活動を充実していく必要があると考えています。 

・話し合われる主な防災対象は地震・津波に対するものが中心です。近年頻発する豪雨による水害防

災対策を考慮することも急務であると考えています。 

・当町内会には防災無線等の住民一斉に情報を伝達する手段がなく、広報車音声では家の中まではな

かなか情報が届かないのが現状です。行政による効果的な対応策を是非お願いしたいと思います。 

 

個人情報に関して 

・敬老会等の名簿を作成し案内状を配布するにしても、一部の方以外住所、電話番号等知る事ができ

ません。民生委員の方との打ち合わせも容易にできず、非常に手間がかかり困っています。 

・災害に備えて緊急連絡先・介護・要支援者のアンケート調査をしましたが、回答したのは 3 割ほど

で、世帯主の名前だけが返ってくるものがほとんどでした。そこで再度、アンケートの内容は、一

切公表せず福祉活動にも利用しない、問題ある時だけ利用するということで、再度調査したところ、

7 割の方より回答を得ることができました。 

  

集合住宅に関して 

・新しく出来るマンションも、町内会・自治会を設立してもらい、市政に参加してもらう様に義務付

けてはいかがでしょうか。地域のマンション同士の交流が生まれれば、地域活性化にもつながりま

す。 

・集合住宅の居住者は、プライバシー保護ということでどんな方々なのか知らされず、アパート内で

も交流がない状態のようです。どのように対応したらよいのでしょうか 

・集合住宅内にポスターを掲示するが、管理人から余計な事はするなとの文句があります。また、加

入に関しても、町内会に入らなくとも市政だより等の広報誌は入るので、メリットがないといわれ

ます。町内会長にしてみれば大きな問題でもあるし、会費徴収は町内会存続にもかかってきます。

何か対策はないものでしょうか。 

 

今後の町内会運営について 

・当町内会の構成人員年齢が高く、今後 5 年先、10 年先を考えると、町内会の運営は困難になってく

ることが予想されます。将来的には、近隣の町内会との合併をも考えなくてはならないと考えてお

ります。 

・高齢者世帯がますます増えてくる町内ですので、社会福祉協議会や地域包括支援センター等と一緒

に地域住民へ広報活動を工夫して、町内の行事に多くの人が参加するように努めて行きたいと思っ

ています。 

・当町内会は大規模町内会であり、要援護者の把握、災害時の声掛けなどは難しいと思っています。

将来的には分離し、把握可能な規模にしないと益々運営が難しくなると思います。 
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・町内会が地域住民の様々な要望をすべて引き受けることは不可能です。厚みのある町内会活動をし

ようとするなら、町内会とは別に、多様な自主的な組織（ボランティア組織など）との協力・連携

が大切になると思います。 

行政への要望について 

・当町内会では任意団体を結成し、町内の環境問題に取り組んでいます。また、連合町内会地域にも

任意団体を立ち上げ、地域共通課題や地域の魅力づくりに取り組んでおります。しかし、町内会と

は違い行政から支援も薄く、活動費用や場所の確保等にも苦労しています。このような団体に対し

ても、連携や運営支援のシステムを構築する必要があると思います。 

・当町内会を今後も継続発展させていくため、他町内会の実施例などを紹介していただきたい。 

・行政機関からのお知らせが非常に多いと感じています。役員の中には働いている人もおりますので、

本町内会では週 1 回にまとめて配布しております。配布物は、必要最低限にとどめてほしいと思い

ます。 

・既に集会所を持っているなど財政に余裕がある町内会と、余裕のない町内会では差が大きく、不満

を持っている会員もいます。特に他地区から転入してきた人にこのような考えが多いと思います。

地域の特性に応じた対策を希望します。 
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II. 町内会長向けアンケート（連合町内会長） 

１. 町内会組織について 

(1) 連合町内会が発足した時期 

問 2 貴連合町内会が発足したのはいつごろですか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 連合町内会が発足した時期をみると、「昭和 40 年代」（18%）が最も多く、続いて「平成元

年～9 年」（17%）、「昭和 30 年代」、「昭和 50 年代」（ともに 14%）の順となっている。 

・ 昭和 50 年代までに 5 割以上（55%）が発足している一方、平成に入ってから約 3 割（28%）

が発足している。 

 

図表 ５７ 連合町内会が発足した時期 

 

 

昭和１９年以前
4 %

昭和２０年代
5 %

昭和３０年代
14 %

昭和４０年代
18 %

昭和５０年代
14 %

昭和６０年代
7 %

平成元年～９年
17 %

平成１０年以降
11 %

わからない
5 %

無効・無回答
6 %

(N=111)
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(2) 連合町内会の役員の任期と役員任期の規定 

問 4 貴連合町内会の役員の任期と、役員任期の規定について教えてください。 

・ 役員の任期は、無効・無回答を除くと、「2 年以上」（29%）が最も多く、続いて「1 年」（6%）

となっている。 

・ 役員任期の規定については、「連続して同一の役員に就任可能な任期を設けている」（60%）

が最も多く、続いて「特に規定はない」（32%）、「役員の定年を設けている」（6%）の順とな

っている。 

 

図表 ５８ 役員の任期 

 

 

 

図表 ５９ 役員任期の規定 

 

 

1年6 %

2年以上29 %

無効・無回答
65 %

(N=111)

連続して同一の

役員に就任可能

な任期を設けて

いる
60%

役員の定年を設

けている
6%

特に規定はない
32%

無効・無回答
3%

(N=111)
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(3) 専門部会の有無 

問 5 貴連合町内会では専門部会（またはそれに相当する組織）がありますか。ある場合、部会（またはそれに

相当する組織）名をご記入ください。 

・ 貴連合会での専門部会の有無をみると、「ない」が半数以上を占めている（57%）。 

 

図表 ６０ 専門部会の有無 

 

(4) 連合町内会の会長・役員の選び方 

問 6 貴連合町内会では、会長、役員はどのようにして選ばれますか。（会長、役員の選び方をそれぞれ１つ

選んでご記入ください） 

・ 会長の選び方は、無効・無回答を除くと、「役員間での互選・推薦」が最も多く（59%）、続

いて「総会での選挙」（20%）、「もちまわり」（7%）であった。 

・ 役員の選び方は、無効・無回答を除くと、「役員間での互選・推薦」が最も多く（45%）、続

いて「連合町内会長の指名」（13%）、「総会での選挙」（10%）であった。 

 

図表 ６１ 会長、役員の選び方 

 

ある

39%

ない

57%

無効・無回答

4%

(N=111)

20%

10%

59%

45%

7%

7%

1%

13%

0%

1%

3%

8%

11%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会長

役員

総会での選挙 役員間での互選・推薦 もちまわり 町内会長の指名 抽選 その他 無効・無回答

(N=111)
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(5) 役員会の開催頻度 

問 7 昨年度どの程度の頻度で役員会を開催しましたか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 役員会の開催頻度をみると、「月１回」が最も多く（37%）、続いて「２ヶ月に１回」（24%）、

「３ヶ月に１回」（23%）であった。 
 

図表 ６２ 役員会の開催頻度 

 

(6) 町内会組織の組織運営上の課題 

問 8 貴連合町内会組織の運営で課題となっていることをお教えください。 

（重要と思われる順に３つまで選んで記入ください。） 

町内会組織の組織運営上の課題をみると、「役員を中心に特定の人に負担が集中」が最も多く（66%）、

続いて「役員の高齢化や成り手不足」（54%）、「会員の高齢化」（41%）であった。 

 

図表 ６３ 町内会組織の組織運営上の課題 

 

月１回37 %

２ヶ月に１回
24 %

３ヶ月に１回
23 %

半年に１回9 %

１年に１回2 %

その他5 % 無効・無回答
1 %

(N=111)

66 %

54 %

41 %

18 %

18 %

13 %

9 %

9 %

8 %

6 %

1 %

10 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

役員を中心に特定の人に負担が集中

役員の高齢化や成り手不足

会員の高齢化

活動費の不足

行政からの依頼事項が多い

行事の参加者が少ない（内容のマンネリ化など）

事務負担が大きい

新たな取り組みを行うノウハウがない

新旧住民の交流が難しい

未加入世帯の増加

集会する場所がない

その他

(N=111)
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２. 連合町内会で実施されている活動について 

(1) 単位町内会、連合町内会が実施している活動 

問 9 下表の１～１６の活動は、単位町内会、連合町内会のどちらが主体となって活動していますか。単位町

内会、連合町内会が実施している活動を以下の選択肢からご記入ください。両団体ともに実施している活動に

ついては、両方に番号を記載ください。 

・ 単位町内会が主体となっている活動をみると、「ごみ集積所の清掃」が最も多く（85%）、続

いて「回覧板・町内会だよりの発行」（79%）、「掲示板の管理」（78%）、「資源回収」（76%）

であった。 

・ 連合町内会では、「防災訓練」が最も多く（79%）、続いて「地域懇談会の開催」（64%）、「ま

ちづくり研修会の実施」（53%）であった。 

 

図表 ６４ 単位町内会が主体となり実施している活動 

 

 

  

85%

79%

78%

76%

74%

63%

61%

59%

54%

43%

42%

40%

36%

24%

15%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみ集積所の清掃

回覧板・町内会だよりの発行

掲示板の管理

資源回収

会員の慶弔行事

災害時要援護者の支援体制づくり

高齢者等への見守りなどの支え合い活動

子供会・スポーツ少年団への支援

お祭り

防災訓練

防犯パトロール

趣味講座の実施

交通安全運動の実施等

運動会

地域懇談会の開催

まちづくり研修会の実施

(N=111)
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図表 ６５ 連合町内会が主体となり実施している活動 

 

 

79%

64%

53%

52%

51%

50%

49%

46%

31%

27%

22%

16%

11%

4%

1%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災訓練

地域懇談会の開催

まちづくり研修会の実施

運動会

交通安全運動の実施等

お祭り

防犯パトロール

災害時要援護者の支援体制づくり

子供会・スポーツ少年団への支援

高齢者等への見守りなどの支え合い活動

回覧板・町内会だよりの発行

趣味講座の実施

会員の慶弔行事

掲示板の管理

資源回収

ごみ集積所の清掃

(N=111)
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(2) 活動の状況 

問 10 貴連合町内会での、以下の表に掲げるＡ～Ｋの活動の実施状況についてお聞きします。 

Ａ～Ｋの活動の状況についてあてはまる欄に○をつけてください。 

・ 活動の状況について、「積極的に活動」・「ある程度活動」している活動は「地域の親睦・交

流を図るための活動」（92%）、「防災活動」（91%）、続いて「地域住民の声の行政への要望」

（82%）であった。 

・ 「あまり活動していない」・「まったく活動していない」活動は、「慶弔行事への相互協力」

が最も多く（47%）、続いて「住環境美化活動」（33％）、「地域主体のまちづくり活動」（32%）

であった。 

 

図表 ６６ 活動の状況 

 

 

 

61%

26%

10%

16%

66%

36%

23%

46%

23%

29%

25%

31%

34%

27%

41%

25%

43%

29%

36%

41%

42%

32%

2%

15%

29%

18%

5%

6%

15%

9%

13%

12%

23%

4%

11%

18%

13%

1%

7%

18%

5%

10%

5%

9%

3%

14%

16%

12%

4%

7%

14%

4%

14%

13%

11%
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(3) 連携している団体 

問 10 貴連合町内会での、以下の表に掲げるＡ～Ｋの活動の実施状況についてお聞きします。 

Ａ～Ｋの活動のうち、他の団体と連携して活動を行っている場合は、連携している団体の属性について番号を

ご記入ください。 

 

A. 地域の親睦・交流を図るための活動 

・ 地域の親睦・交流を図るための活動をみると、「地区社会福祉協議会」が最も多く（44%）、

続いて「学校」（42%）、「地区民生委員児童委員協議会」（27%）であった。 

 

図表 ６７ 地域の親睦・交流を図るための活動 
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NPOなどの市民団体

（介護・福祉）施設

その他

(N=111)
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B. 住民相互の連絡 

・ 住民相互の連絡をみると、「市役所又は区役所」が最も多く（20%）、続いて「地区社会福祉

協議会」（15%）、「学校」（13%）であった。 

 

図表 ６８ 住民相互の連絡 

 

 

C. 慶弔行事への相互協力 

・ 慶弔行事への相互協力をみると、「地区社会福祉協議会」（8%）が最も多く、「他地区の連合

町内会」（7%）、続いて「地区民生委員児童委員協議会」（5%）であった。 

 

図表 ６９ 慶弔行事への相互協力 
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D. 文化活動・健康増進活動 

・ 文化活動・健康増進活動をみると、「地区社会福祉協議会」が最も多く（31%）、続いて「地

域包括支援センター」（29%）、「市民センター」（17%）であった。 

 

図表 ７０ 文化活動・健康増進活動 

 

 

E. 防災活動 

・ 防災活動をみると、「学校」が最も多く（50%）、続いて「地区社会福祉協議会」（41%）、「市

役所又は区役所」（40%）であった。 

 

図表 ７１ 防災活動 
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F. 防犯や交通安全に関する活動 

・ 防犯や交通安全に関する活動をみると、「地区交通安全協会」が最も多く（51%）、続いて「学

校」（25%）、「その他」（18%）であった。 

 

図表 ７２ 防犯や交通安全に関する活動 

 

 

G. 住環境美化活動 

・ 住環境美化活動をみると、「学校」が最も多く（15%）、続いて「市役所又は区役所」（12%）、

「その他」（9%）であった。 

 

図表 ７３ 住環境美化活動 
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H. 地域住民の声の行政への要望 

・ 地域住民の声の行政への要望をみると、「市役所又は区役所」が最も多く（44%）、続いて「地

区社会福祉協議会」（21%）、「地区民生委員児童委員協議会」（17%）であった。 

 

図表 ７４ 地域住民の声の行政への要望 

 

 

I. 地域福祉の増進 

・ 地域福祉の増進をみると、「地区社会福祉協議会」が最も多く（40%）、続いて「地区民生委

員児童委員協議会」（29%）、「地域包括支援センター」（24%）であった。 

 

図表 ７５ 地域福祉の増進 
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J. 児童・生徒の健全育成 

・ 児童・生徒の健全育成をみると、「学校」が最も多く（53%）、続いて「児童館」（19%）、「地

区民生委員児童委員協議会」（17%）であった。 

 

図表 ７６ 児童・生徒の健全育成 

 

 

K. 地域主体のまちづくり活動 

・ 地域主体のまちづくり活動をみると、「市役所又は区役所」が最も多く（23%）、続いて「地

区社会福祉協議会」（19%）、「市民センター」、「地区民生委員児童委員協議会」、「学校」（と

もに 14%）であった。 

 

図表 ７７ 地域主体のまちづくり活動 
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(4) 力を入れていきたい活動 

問 10 貴連合町内会での、以下の表に掲げるＡ～Ｋの活動の実施状況についてお聞きします。 

連合町内会で（引き続き、新たに）力を入れていきたい活動すべてに○をつけてください。 

・ 力を入れていきたい活動をみると、「防災活動」（60%）が最も多く、続いて「地域の親睦・

交流を図るための活動」（51%）、「防犯や交通安全に関する活動」（41%）であった。 
 

図表 ７８ 力を入れていきたい活動 
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(5) 連携して行っている代表的な活動 

問11 問10でお教えいただいた他の団体と連携して行っている活動について、代表的な活動の名称、連携し

ている代表的な団体、連携の経緯・きっかけや活動内容についてお教えください。（代表的な活動を１つ） 

・ 連携して行っている代表的な活動について、連携している団体をみると、「学校」が最も多

く（66%）、続いて「地区社会福祉協議会」（59%）、「地区民生委員児童委員協議会」（49%）

「市役所又は区役所」（48％）であった。 
 

図表 ７９ 代表的な活動の連携している団体 
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(6) 単位町内会の活動があまり活発でない地域で、連合町内会が対応している例 

問 12 単位町内会の活動があまり活発でない地域等で、連合町内会が代わりに対応している例はありますか。

（あてはまるもの１つに○） 

・ 単位町内会の活動があまり活発でない地域で、連合町内会が対応している例をみると、無

効・無回答を除くと、「そのような例はない」が最も多く（66%）、続いて「連合町内会の活

動で対応している」（20%）、「近隣の単位町内会に協力を依頼している」（3%）であった。 

 

図表 ８０ 連合町内会が対応している例 
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３. 東日本大震災の経験を踏まえた連合町内会の活動について 

(1) 東日本大震災時の活動状況 

問 13 東日本大震災時の活動状況についてお教えください。（あてはまるものすべてに○） 

・ 東日本大震災時の活動状況をみると、「避難施設の運営」が最も多く（71%）、続いて「安否

確認や見回り」（64%）、「支援物資（非常食や毛布、簡易トイレなど）の配布」（58%）「炊

き出し」（57％）であった。 

 

図表 ８１ 東日本大震災時の活動状況 
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(2) 震災後の地域住民の意識の変化 

問 14 震災後、地域住民の意識に変化はありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 震災後の地域住民の意識の変化をみると、「活動・行事への参加者が増えた」が最も多く

（41%）、続いて「活動・行事への意見や要望が増えた」（39%）、「特にかわらない」（35%）

であった。 

 

図表 ８２ 震災後の地域住民の意識の変化 

 

(3) 震災後、新たに取り組んだり、より力を入れるようになった活動や行事 

問 15 震災後、新たに取り組んだり、より力を入れるようになった活動や行事はありますか。（あてはまるものす

べてに○） 

・ 震災後、新たに取り組んだり、より力を入れるようになった活動や行事をみると、「防災訓

練、避難所運営訓練の実施」が最も多く（80%）、続いて「町内会での防災資機材、備蓄な

どの充実」（57%）、「要配慮者（高齢者、障がい者）の避難支援の体制づくり」（56%）であ

った。 

 

図表 ８３ 震災後、新たに取り組んだり、より力を入れるようになった活動や行事 
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(4) 今後、地域の防災力を向上させるために、町内会が担う必要があると思う役割 

問 16 今後、地域の防災力を向上させるために、連合町内会が担う必要があると思う役割について教えてく

ださい。（あてはまるもの３つまで○） 

・ 今後、地域の防災力を向上させるために、町内会が担う必要があると思う役割をみると、「災

害時の救出・救助訓練や避難訓練などに取り組む」が最も多く（56%）、続いて「災害時の

避難に支援の必要な方を把握し、いざというときの支援の仕組みを作る」（45%）、「日ごろ

から防災のお知らせを出すなど、広報活動に取り組む」（30%）であった。 

 

図表 ８４ 今後、地域の防災力を向上させるために、町内会が担う必要があると思う役割 
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14 %

14 %

4 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 %

災害時の救出・救助訓練や避難訓練などに取り組む

災害時の避難に支援の必要な方を把握し、いざというときの支援の

仕組みを作る

日ごろから防災のお知らせを出すなど、広報活動に取り組む

災害に備えて、行政との連携の仕組みを作る

救助や炊き出しに用いる器材の準備や、非常食などをたくわえる

地域のなかで危ない場所を調べて、地域住民にお知らせする

災害に備えて、地元の企業などと連携の仕組みを作る

その他

(N=111)
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４. 町内会活動の担い手について 

(1) 現在、町内会活動を中心的に担っている人 

問 17 現在、連合町内会活動を中心的に担っているのはどのような人ですか。（あてはまるもの３つまで○） 

・ 現在、町内会活動を中心的に担っている人をみると、「退職者・年金受給者」が最も多く（90%）、

続いて「会社経営者・自営業者」（34%）、「専業主婦」（32%）であった。 

 

図表 ８５ 現在、町内会活動を中心的に担っている人 

 

 

90 %

34 %

32 %

24 %

23 %

11 %

3 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

退職者・年金受給者

会社経営者・自営業者

専業主婦

勤務者（常勤）

勤務者（非常勤）

農林漁業従事者

その他

(N=111)



57 

 

(2) 子育て世代等の若い住民の参加状況 

問 18 貴連合町内会では、子育て世代等の若い住民が活動に参加していますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 子育て世代等の若い住民の参加状況をみると、「役員ではないが担い手として活動には参加

している」が最も多く（32%）、続いて「あまり参加していない」（29%）、「ほとんど参加し

ていない」（24%）であった。 

 

図表 ８６ 子育て世代等の若い住民の参加状況 

 
 

(3) 女性の参加状況 

問 19 貴連合町内会では、女性が活動に参加していますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 女性の参加状況をみると、「役員として参加している」が最も多く（48%）、続いて「役員で

はないが担い手として活動には参加している」（30%）、「あまり参加していない」（11%）で

あった。 

 

図表 ８７ 女性の参加状況 

 

役員として参加してい

る
11 %

役員ではないが担い

手として活動には参

加している

32 %

あまり参加していない

29 %

ほとんど参加してい

ない
24 %

無効・無回答

4 %
(N=111)

役員として参加してい

る

48 %

役員ではないが担い

手として活動には参

加している
30 %

あまり参加していない

11 %

ほとんど参加してい

ない

9 %

無効・無回答

3 %

(N=111)
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(4) 集合住宅の住民の参加状況 

問 20 集合住宅の住民は、活動に参加していますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 集合住宅の住民の参加状況をみると、「あまり参加していない」が最も多く（27％）、続いて

「ほとんど参加していない」、「役員として参加している」（ともに 23%）であった。 

 

図表 ８８ 集合住宅の住民の参加状況 

 

 

役員として参加し

ている
23 %

役員ではないが

担い手として活動

には参加している
14 %

あまり参加してい

ない
27 %

ほとんど参加して

いない
23 %

無効・無回答
13 %

(N=111)
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(5) 役員の成り手を確保するための工夫 

問 21 役員の成り手を確保するため、どのような工夫をしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 役員の成り手を確保するための工夫をみると、「役員や会員とのコミュニケーションを大事

にする」が最も多く（60%）、続いて「活動への参加・協力をよびかける」（42%）、「町内会

の活動を常に見直し、興味を持たせる」、「活動の透明性を高める」、（ともに 31%）であった。 

 

図表 ８９ 役員の成り手を確保するための工夫 

 

 

60 %

42 %

31 %

31 %

30 %

23 %

20 %

18 %

28 %

1 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

役員や会員とのコミュニケーションを大事にする

活動への参加・協力をよびかける

町内会の活動を常に見直し、興味を持たせる

活動の透明性を高める

町内会の役割や活動内容を周知する

時間的な負担を軽減する

役員一人当たりの作業負担を軽減する

役員に報酬を支払っている

その他

特に工夫していることはない

(N=111)
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(6) 町内会の行事の参加者を増やすための工夫 

問 22 町内会の行事の参加者を増やすため、どのような工夫をしていますか（あてはまるものすべてに○） 

・ 町内会の行事の参加者を増やすための工夫をみると、「行事の日程を早めにお知らせする」

が最も多く（66%）、続いて「連合町内会と一緒に周知する」（56%）、「町内会行事の広報チ

ラシを工夫する」（49%）であった。 

 

図表 ９０ 町内会の行事の参加者を増やすための工夫 

 

  

66 %

56 %

49 %

44 %

35 %

15 %

5 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

行事の日程を早めにお知らせする

連合町内会と一緒に周知する

町内会行事の広報チラシを工夫する

町内会の活動を常に見直し、関心を持たせる

他の団体に周知に協力いただく

直接会ったときに誘う

その他

(N=111)
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５. 連合町内会の広報活動について 

(1) 活動の主な伝達手段・広報手法 

問 23 現在利用されている活動の伝達手段、広報手法は主にどのようなものを使っていますか（それぞれ、あ

てはまるものに○） 

・ 現在利用している活動の伝達手段・広報手法をみると、「回覧板」が最も多く（66%）、続い

て「お知らせの個別配布」（60%）、「掲示板」（55%）であった。 

・ 今後の利用に関心がある伝達手段、広報手法では、「ホームページ」が最も多く（14%）、続

いて「町内会だより」（10%）、「Ｅメール、携帯メール」（8%）であった。 

・ 利用する予定はない伝達手段、広報手法では、「Ｅメール、携帯メール」が最も多く（31%）、

続いて「ホームページ」（27%）、「電話連絡網 」（23%）であった。 

 

図表 ９１ 活動の主な伝達手段・広報手法 

 

 

60 %

66 %

55 %

26 %

3 %

3 %

41 %

6 %

5 %

5 %

4 %

4 %

14 %

8 %

10 %

0 %

11 %

13 %

14 %

23 %

27 %

31 %

16 %

3 %

23 %

17 %

27 %

47 %

57 %

59 %

33 %

91 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お知らせの個別配布

回覧板

掲示板

電話連絡網

ホームページ

Ｅメール、携帯メール

町内会だより

その他

現在利用している 今後の利用に関心がある 利用する予定はない 無効・無回答

(N=111)
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(2) 町内会で実施している活動の認知度 

問 24 貴連合町内会で実施されている活動は、住民の方に十分認知されていますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 町内会で実施している活動の認知度をみると、「認知されているが、一部の住民には伝わっ

ていない」が最も多く（62%）、続いて「活動が十分認知されている」（23%）、「活動が十分

認知されていない」（12%）であった。 

 

図表 ９２ 町内会で実施されている活動の認知度 

 

(3) 町内会の伝達手段や広報活動についての課題 

問 25 連合町内会の伝達手段や広報活動についてどのような課題がありますか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 町内会の伝達手段や広報活動についての課題をみると、「回覧板が回るのが遅い」が最も多

く（41%）、続いて「集合住宅への広報が難しい」（37%）、「広報紙を作成したいが、担い手

がいない」（28%）であった。 

 

図表 ９３ 町内会の伝達手段や広報活動についての課題 

 

活動が十分認知

されている
23 %

認知されている
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12 %

無効・無回答
3 %

(N=111)

41 %

37 %

28 %

26 %

20 %

19 %

14 %

8 %

11 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

回覧板が回るのが遅い

集合住宅への広報が難しい

広報紙を作成したいが、担い手がいない

行政からの依頼の回覧物が多い

わかりやすい広報物をつくるのが難しい

広報活動に力を入れたいが、予算が無い

ホームページの作成等、インターネットを活用したいが、

担い手がいない

その他

特にない

(N=111)
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６. 連合町内会の活動拠点について 

(1) 集会所・集会室の所有状況と築年数 

問 26 貴連合町内会では、集会所・集会室をおもちですか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 町内会で、集会所・集会室の所有状況をみると、「持っていない（利用する都度、借りてい

る）」が最も多く（71%）、続いて「賃借している（無償含む）」（14%）、「自己所有している」

（13%）であった。 

・ 所有している集会所・集会室の築年数については、サンプル数が少ないため、参考数値であ

るが、「20 年～30 年未満」、「10 年～20 年未満」が多くなっている。 

 

・ 図表 ９４ 集会所・集会室の所有状況と築年数 
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14%

持っていない（利用す
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無効・無回答

2%

10年未満

1%
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20～30年未満

4%

30年以上

1%

無効・無回答

4%

自己所有している

13%

(N=111)
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(2) 集会所を所有することの課題 

問 27 問26で「１．自己所有している」とされた方にお聞きします。集会所を所有することの課題について教え

てください。（あてはまるものすべてに○） 

・  集会所を所有することの課題をみると、「集会所の管理費用」が最も多く（36%）、続いて

「集会所の老朽化」、「用具等の保管スペースの確保」、「集会所の利用調整」がともに（29%）

であった。 
 

図表 ９５ 集会所を所有することの課題 

 

(3) 役員会等の町内会の会合の主な場所 

問 28 問 26で「３．持っていない」とされた方にお聞きします。 

（１）役員会等の町内会の会合は、主にどこで行っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 役員会等の町内会の会合の主な場所をみると、「ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｾﾝﾀｰ」が最も多く（49%）、続いて

「市民センター」（47%）、「その他」（29%）であった。 

 

図表 ９６ 役員会等の町内会の会合の主な場所 

 

36 %

29 %

29 %
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7 %

14 %
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集会所の管理費用

集会所の老朽化

用具等の保管スペースの確保

集会所の利用調整

その他

特にない

(N=111)

49 %

47 %

11 %

4 %

3 %

3 %

1 %

1 %

0 %
29 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 %

ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｾﾝﾀｰ

市民センター

学校等の会議室

老人憩の家

民間の貸館

会長宅

集合住宅の集会室

好日庵

社務所・寺

その他

(N=111)
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(4) 集会所を持っていないことによる課題 

問 28 問 26で「３．持っていない」とされた方にお聞きします。 

（２）集会所を持っていないことでどのような課題がございますか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 集会所を持っていないことによる課題をみると、「特にない」が最も多く（41%）、続いて「総

会等の活動場所の確保」（28%）、「活動時間の制約」（27%）であった。 

 

図表 ９７ 集会所を持っていないことによる課題 

 

  

28 %

27 %

13 %

6 %

41 %
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活動時間の制約

集会所を借りる際の賃料の負担

その他

特にない

(N=79)
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７. 単位町内会の解散状況について 

(1) 解散したい旨の相談を受けたことがあるか 

問 29 過去５年の内、区域内の単位町内会から解散したい旨の相談を受けたことがありますか。 

・ 解散したい旨の相談を受けたことがあるかをみると、「ない」が最も多く（77%）、続いて「あ

る」（20%）であった。 

 

図表 ９８ 過去 5年の内、単位町内会から解散したい旨の相談を受けたことがあるか 

 

(2) 解散したい旨の相談があった単位町内会のその後の状況 

問 30 問 29で「１．ある」とされた方にお聞きします。 

（２）相談があった単位町内会のその後の状況について、お聞かせください（あてはまるものすべてに○） 

・ 相談があった単位内町内会のその後の状況をみると、「解散した」が最も多く（46%）、続い

て「現在もそのまま継続して活動」（36％）、「隣接の町内会と合併」（14%）であった。 

  

図表 ９９ 相談があった単位町内会のその後の状況 
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無効・無回答

3%

1件
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無効・無回答
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ある20％

(N=111)

46%

36%

14%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

解散した

現在もそのまま継続して活動

隣接の町内会と合併

その他

(N=22)
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(3) 解散した理由 

問 30 問 29で「１．ある」とされた方にお聞きします。 

（３） （２）で「３．解散した」とされた方にお聞きします。単位町内会が解散した理由についてご記入ください。

（主にあてはまるもの３つまで○） 

・ 解散した理由をみると、「その他」を除くと、「人口の減少」、「役員の高齢化」が最も多く（と

もに 33%）、続いて「役員を中心に特定の人に負担が集中していた」、「未加入世帯が増加し

たため」、（ともに 22％）であった。 

 

図表 １００ 単位町内会が解散した理由 

 

  

33 %

33 %
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11 %
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0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

人口の減少

役員の高齢化
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未加入世帯が増加したため

行事の参加者が少ない（内容のマンネリ化など）

会員の高齢化

事務負担が大きい

活動費の不足

集会する場所がない

その他

(N=9)
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８. 連合町内会の活動エリアについての印象 

(1) 地域の概況について 

問 31 地域の概況について教えてください（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

A. 土地利用の状況 

・ 土地利用の状況についてみると、「戸建・集合住宅混在」が最も多く（54%）、続いて「戸建

住宅地」（25%）、「住商混合」（9%）であった。 

 

図表 １０１ 土地利用の状況 

 

 

B. 地域の歴史 

・ 地域の歴史をみると、「昭和 40 年代～昭和 60 年代開発」が最も多く（37%）、続いて「戦前

から」（32%）、「戦後～昭和 30 年代開発」（19%）であった。 

 

図表 １０２ 地域の歴史 

  

戸建住宅地
25 %

戸建・集合住宅

混在
54 %

住商混合
9 %

ほぼ集合住宅
1 %

中山間地域
4 %

無効・無回答
7 %

(N=111)

戦前から
32 %

戦後～昭和30年代

開発
19 %

昭和40年代～昭和

60年代開発
37 %

平成期開発
5 %

無効・無回答
7 %

(N=111)
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C. 商店街の有無 

・ 商店街の有無をみると、「有」が過半数を占めていた（57%）。 
 

図表 １０３ 商店街の有無 

 

 

D. 農地の有無 

・ 農地の有無をみると、無効・無回答を除くと、「ほとんどない」が最も多く（64%）、続いて

「農地が混在している」（23%）、「農地中心」（5%）であった。 

 

図表 １０４ 農地の有無 

 

 

有 57 %無 36 %

無効・無回答 7 %(N=111)

ほとんどない
64 %

農地が混在して

いる23 %

農地中心5 %

無効・無回答9 %(N=111)
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(2) 地域住民の世帯構成の特徴 

問 32 地域住民の特徴についてお教えください。 

世帯構成（主にあてはまるもの２つに○） 

・ 地域住民の特徴をみると、「高齢者のみの世帯が多い」が最も多く（62%）、続いて「夫婦の

みの世帯が多い」（45%）、「未成年の子供のいる核家族が多い」（21%）であった。 

 

図表 １０５ 住民の世帯構成の特徴 

 

(3) 地域住民の居住年数の特徴 

問 32 地域住民の特徴についてお教えください。 

住民の居住年数の特徴（あてはまるもの１つに○） 

・ 住民の居住年数の特徴をみると、「長く住んでいる人が多い」が 7割以上を占めており（72%）、

「住民の入れ替わりが多い」は１割未満（8%）であった。 

 

図表 １０６ 住民の居住年数の特徴 
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(N=111)

長く住んでいる人

が多い72 %

住民の入れ替わり

が多い8 %

わからない10 %

無効・無回答10 %(N=111)



71 

 

９. 回答者属性 

(1) 会長自身について 

問 33 会長様ご自身についておたずねします。（それぞれ、あてはまるものに○） 

A. 性別 

・ 性別をみると、「男性」が約９割を占めていた（92%）。 

 

図表 １０７ 性別 

 

 

B. 年齢 

・ 年齢をみると、「70 歳代」が最も多く（52%）、続いて「80 歳以上」（23%）、「60 歳代」（19%）

であった。 

 

図表 １０８ 年齢 

 

  

男性 92 %

女性 4 %

無効・無回答 5 %(N=111)

５０歳代
3 %

６０歳代
19 %

７０歳代
52 %

８０歳以上
23 %

無効・無回答
4 %

(N=111)
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C. 職業 

・ 職業をみると、「退職者・年金受給者」が最も多く（70%）、続いて「会社経営者・自営業者」

（15%）、「勤務者（非常勤）」（6%）であった。 

 

図表 １０９ 職業 

 

 

  

70 %

15 %

6 %

5 %

2 %

1 %

1 %

5 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

退職者・年金受給者

会社経営者・自営業者

勤務者（非常勤）

勤務者（常勤）

専業主婦

農林漁業従事者

その他

無効・無回答

(N=111)
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D. 会長に就任してからの年数 

・ 会長に就任してからの年数をみると、「３年以上」が過半数を占めており（59%）、続いて「１

年未満」（16%）、「２～３年未満」（14%）であった。 

 

図表 １１０ 会長に就任してからの年数 

 

 

 

  

1年未満16 %

１～２年未満8 %

２～３年未満14 %３年以上59 %

無効・無回答4 %(N=111)

12 %

42 %

26 %

5 %

0 %

0 %

0 %

15 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

～５年未満

５～１０年未満

１０～１５年未満

１５年以上

２０～２５年未満

２５～３０年未満

３０以上

無効・無回答

※３年以上の内訳 (N=65)
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E. 居住年数 

・ 居住年数をみると、「30 年以上」が最も多く（68%）、続いて「10 年～20 年未満」（14%）、

「20 年～30 年未満」（12%）であった。 

 

図表 １１１ 居住年数 

 

 

F. １ヶ月平均の町内会業務従事日数 

・ １ヶ月平均の町内会業務従事日数をみると、「10 日～15 日未満」が最も多く（35%）、続い

て「５日～10 日未満」（18%）、「20 日～25 日未満」（17%）であった。 

 

図表 １１２ １ヶ月平均の町内会業務従事日数 

 

（注釈）期間にて記入された回答については、中間値に換算して集計した（例えば３～５日と記入され

ている場合は４日に換算）。 

 

５年～10年未満
0 %

10年～20年未満
14 %

20年～30年未満
12 %

30年以上
68 %

無効・無回答
7 %

(N=111)

5日未満9 %

5日～10日未満18 %

10日～15日未満
35 %

15日～20日未満9 %

20日～25日未満
17 %

25日～30日未満1 %

30日以上2 %

無効・無回答9 %(N=111)
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G. 連合町内会長以外に引き受けている地域団体等の役職・役員 

・ 連合町内会長以外に引き受けている地域団体等の役職・役員をみると「単位町内会長」が最

も多く（82%）、続いて「地区社会福祉協議会」（62%）、「地区防犯協会」（53%）であった。 

 

図表 １１３ 連合町内会長以外に引き受けている地域団体等の役職・役員 

 

  

82 %

62 %

53 %

48 %

47 %

45 %

45 %

34 %

8 %

5 %

5 %

5 %

4 %

1 %

39 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

単位町内会長

地区社会福祉協議会

地区防犯協会

ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｾﾝﾀｰ運営委員会

学区民体育振興会

赤十字奉仕団

地区交通安全協会

地区募金会

消防団

民生・児童委員

地区老人クラブ連合会

子ども会

婦人防火クラブ

ＰＴＡ

その他

(N=111)
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１０. 自由記述 

地域活動について 

・住み良い地域社会をつくるのにはどうしたらよいか。あらゆる機会を通じて町内会員に問いかけを

していますが、会員の皆様の理解、協力以外にないと感じ、今後も活動を通じて実行して行きたい

と存じます。 

・会員の高齢化が問題です。このままあと 20 年も経ったら町内会活動は続行不能となる気がします。

なんとかして若い人達が住む町にしたいと考えております。 

・（地域にマンション等集合住宅の増加により）町内会への関心が極めて低く、活動の担い手も少なく

なっていると感じます。 

 

連携事業について 

・学区内の学校との連携を深める活動をしています。子供達に対しては、地元の一員としての自覚と

責任を担い地元への愛着と自信を持ってもらう為に地域全体が温かく見守り地域の一人一人が認識

を持って子ども達を育み成長させる環境づくりに努力したいと思います。 

・地域内には色々な地域諸団体があるが、団体の数が多すぎ、それが関係者を忙しくし、なり手がい

なくなる原因のひとつと考えます。団体の整理も必要ではないかと思います。 

 

単位町内会について 

・最近の傾向として集合住宅は会長 1 年交代が多くなり、意識格差も大きく、輪番制で選出される方

も多くなり、年を重ねる毎に段々と連合町内会をまとめて行くことが困難な状況になってきている。 

・町内会毎、活動への取り組みに温度差が生じているように思います。 

・各単位町内会長は単年度や 1 年から 2 年の任期では仕事の内容を知るだけで任期が満了してしまい

ます。単位会長は地域の代表者として貢献して行くからには少なくとも 3～5 年は必要と考えます。 

・単位町内会の結成年代が違うため、町内会の年齢構成も様々で考え方も違い、全体的に町内会をま

とめるのに苦慮しております。 

・地域の活性化は、各単位町内会が活性化することと考えます。連合町内会は、単位町内会へのサポ

ートする役目が大切です。ただし、連合会主催の行事活動もいくつかは必要です。防災、防犯関係

については地域行事を一括して対応していきたいと思います。 

・各単位町内会のまちづくり活動にばらつきがあるため、今後は実績発表会等を開催し、ばらつきを

少なくしていきたいと思います。 

 

震災後の取り組み 

・当地区は単位町内会の何れも活動が活発で、合同で行事を実施することがありませんでしたが、震

災以降、市の避難所運営マニュアル作りを手掛けてから地域団体、学校、行政と協力連携を充分に

図られてくるようになりました。 

・当地区では災害の時の被害が少なかった為、防災の意識が低いので対応が必要と考えております。 
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行政への要望 

・単位町内会の会長が 1 年で交代する状況が増える傾向にありますので、いろいろな事項を周知徹底

させるためにも調査依頼や各種案内等につきましては、早目早目に連絡をお願いしたい。 

・連合町内会主体で「まちづくり協議会」を作って活動しようとしています。行政も助成金だけでな

く、ノウハウの提供など様々な支援を行って欲しい。 

・行政、他団体、連合上部団体の業務対応が多く時間的に厳しいものがあります。行政及び行政に絡

む団体は、連携を深め会合等の日程は少なくすることを望みます。 

・集合住宅建設時には行政はオーナーに町内会への入会をきっちりと働きかけて欲しいです。 
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III. 地域別市民意識調査 

１. お住まいの地域に対する評価について 

(1) 地域に住むことになったきっかけ 

問 1 この地域に、住むことになったきっかけは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 地域に住むことになったきっかけをみると、「通勤や通学など交通の便がいい場所だから」

（32%）が最も多く、「もともとこの地域に住んでいたから」（26%）、「魅力的な物件（価格・

間取りなど）があったから」（25%）の順であった。 

 

図表 １１４ 住むことになったきっかけ 

 

32 %

26 %

25 %

15 %

10 %

9 %

8 %

7 %

5 %

4 %

3 %

18 %

3 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

通勤や通学など交通の便がいい場所だから

もともとこの地域に住んでいたから

魅力的な物件（価格・間取りなど）があったから

家族･親族が近くに住んでいるから

都会の割に公園など自然が多い地域だから

道路が広く整備され､町並みがきれいだから

広い住まいに住みたかったから

こどもの教育環境がいいから

高齢者が安心して暮らせそうな環境だから

防犯面において安全な地域だから

未就学児の子育てに適しているから（保育園など）

その他

無効・無回答

(N=1346)
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(2) 地域に住み続けたいと思うか 

問 2 この地域に、住み続けたいと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 地域に住み続けたいかについては、「思う」（48％）が最も多く、「まあまあ思う」（37％）が

次いでいる。 

・ 「思う」「まあまあ思う」の合計は 85％に達するなど、８割以上の住民が地域に居住継続意

向を示している。 

図表 １１５ 地域に住み続けたいと思うか 

 

 

問 3 住み続けたいと思う主な理由をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

・ 居住継続意向を示す回答者に対して、住み続けたいと思う主な理由について聞いたところ、

「交通の利便性が高い」（22％）が最も多く、「周辺の音環境（騒音、静かさ等）が良い」（20％）、

「買物の利便性が高い」（11％）の順に続いている。 

 

図表 １１６ 住み続けたいと思う主な理由 

  

思う 48 %

まあまあ思う
37 %

あまり思わない
10 %

思わない 2 % 無効・無回答 3 %
(N=1346)

周辺の音環境（騒音、

静かさ等）が良い20 %

教育･学習施設の利便

性が高い1 %

交通の利便性が高い
22 %

医療機関の利便性が

高い3 %

買い物の利便性が高

い11 %
災害に対する備えが

良い1 %

周辺の治安が良い
3 %

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ（周辺の道路

や駅から自宅の行き

来等）に優れている
1 %

その他7 %

無効・無回答31 %

(N=1144)
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問 4 住み続けたいと思わない主な理由をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

・ 居住継続意向がない方に対して住み続けたいと思わない理由を聞いたところ、「その他」

（23％）を除くと、「交通の利便性が低い」（20％）が最も多く、「周辺の音環境（騒音、静

かさ等）が悪い」（10％）、「買物の利便性が低い」（9％）の順に続いている。 
 

図表 １１７ 住み続けたいと思わない主な理由 

 

  

周辺の音環境（騒音、静

かさ等）が悪い10 %

教育･学習施設の利便

性が低い1 %

交通の利便性が低い
20 %

医療機関の利便性が低

い2 %

買い物の利便性が低い
9 %

災害に対する備えが悪

い4 %

周辺の治安が悪い2 %

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ（周辺の道路

や駅から自宅の行き来

等）が不十分である4 %

その他23 %

無効・無回答27 %

(N=158)
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２. ご近所づきあいについて 

(1) ご近所づきあいは、どの程度しているか 

問 5 ご近所付き合いは、どの程度していますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ ご近所づきあいの程度をみると、「あいさつをする程度でほとんどつきあいがない」（43%）

が最も多く、続いて「地域の清掃など、決まり事には参加しているが、普段の交流は無い」

（27%）、「家の行き来をするなど、親しく交流している」（21%）の順であった。 

・ 全体の約半数程度の住民は、一定のご近所づきあいをしている結果となった。 

 

図表 １１８ ご近所づきあいの程度 

 

 

 

  

家の行き来をする

など､親しく交流して

いる21 %

地域の清掃など､決

まり事には参加して

いるが､普段の交流

は無い27 %

あいさつをする程度

でほとんどつきあい

がない43 %

まったくつきあいが

ない5 %

無効・無回答4 %(N=1346)
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(2) いざというときに近所の人と協力しあえると思うか 

問 6 災害時など、いざというときに近所の人と協力しあえると思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ いざというときに近所の人と協力しあえると思うかをみると、「おそらく協力しあえると思

う」（50%）が最も多く、続いて「協力しあえる」（28%）、「あまり協力しあえると思わない」

（17%）の順であった。 

・ いざというときに（おそらく）協力しあえるとする住民は約８割という結果となった。 

 

図表 １１９ いざというときに近所の人と協力しあえると思うか 

 

 

 

  

協力しあえる28 %

おそらく協力しあえ

ると思う50 %

あまり協力しあえる

と思わない17 %

まったく協力しあえ

ると思わない2 %
無効・無回答2 %

(N=1346)



83 

 

(3) 最寄りの世帯にどんな方が住んでいるか知っているか 

問 7 あなたのお住まいの最寄りの１０世帯くらい（向こう三軒両隣り、集合住宅の場合同じフロアの住民）に、ど

んな方が住んでいるか知っていますか（家族構成までを含む）。（あてはまるもの１つに○） 

・ 最寄りの世帯にどんな方が住んでいるか知っているかについては、「ほとんど知っている」

（32%）が最も多く、続いて「２～３世帯くらいは知っている」（28%）、「半分以上知って

いる」（23%）の順であった。 
 

図表 １２０ 最寄りの世帯にどんな方が住んでいるか知っているか 

 

(4) 色々な人とおつきあいする機会はあるか 

問８ あなたは、ご近所以外で、色々な人とおつきあいする機会はありますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ ご近所以外でのつきあいの機会についてみると、「つきあいを持っている」（47%）と「頻繁

につきあいを持っている」（12％）の合計は約６割であった。 

図表 １２１ 色々な人とおつきあいする機会はあるか 

  

ほとんど知ってい

る 32 %

半分以上知って

いる 23 %

2～3世帯くらいは

知っている 28 %

ほとんど知らない
15 %

無効・無回答
2 %

(N=1346)

頻繁につきあいを

持っている12 %

つきあいを持って

いる47 %

あまりつきあいは

ない23 %

ほとんどつきあい

がない16 %

無効・無回答2 %(N=1346)
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(5) 活動への参加状況 

問 9 今のお住まいの地域で、次の運営主体による活動（集合住宅内のイベントなど含む）に参加したことはあ

りますか。（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

・ 各種団体による地域の活動に対する参加状況をみると、最も参加した経験が多いのは「町内

会」であり、「普段参加している」「参加した経験がある」の合計は 63％となった。 

・ 活動した経験のある地域活動は町内会についで「婦人会、老人会、子ども会、PTA 等」（45％）、

「学校」（40％）の順に続いている。 

・ 参加した経験が少ないのは「NPO などのボランティア、市民活動団体」であり、「普段参加

している」「参加した経験がある」の合計は 12％となっている。 

 

図表 １２２ 活動への参加状況 

 

 

 

 

 

  

26 %

14 %

4 %

3 %

12 %

3 %

12 %

37 %

31 %

8 %

18 %

28 %

11 %

17 %

33 %

46 %

76 %

67 %

49 %

73 %

61 %

4 %

9 %

12 %

12 %

11 %

12 %

10 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町内会

婦人会、老人会、子ども会、PTA等

NPOなどのボランティア、市民活動団体

仙台市等の行政機関

学校

民間企業、社会福祉法人

共通の趣味などのサークル

普段参加している 参加した経験がある 参加したことはない 無効・無回答

(N=1346)
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(6) 分野別の活動への参加状況 

問 10 今のお住まいの地域で、次の分野の活動（集合住宅内のイベントなど含む）に参加したことはありますか。

（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

・ 分野別の地域活動への参加状況をみると、最も参加した経験が多いのは「スポーツ、文化芸

術の活動（お祭りを含む）」であり、「普段参加している」「参加した経験がある」の合計は

49％となった。また「防犯・防災・交通安全の活動」（38％）、「まちづくりの活動」（37％）

の順に続いている。 

・ 参加した経験が少ないのは「お年寄りや障がい者等を助ける活動」であり、「普段参加して

いる」「参加した経験がある」の合計は 13％となっている。 

 

図表 １２３ 分野別の活動への参加状況 

 

 

  

 

 

  

5 %

4 %

11 %

9 %

3 %

5 %

13 %

23 %

16 %

26 %

29 %

10 %

17 %

36 %

62 %

69 %

54 %

53 %

76 %

68 %

44 %

11 %

11 %

9 %

9 %

11 %

10 %

8 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校教育を支援する活動

子育てを助ける活動

まちづくりの活動

防犯・防災・交通安全の活動

お年寄りや障がい者などを助ける活動

健康づくりのための活動

スポーツ、文化芸術の活動（お祭りを含む）

普段参加している 参加した経験がある 参加したことはない 無効・無回答

(N=1346)
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(7) 参加したことがない理由 

問 11 問 10の（１）～（７）のうち、すべてに「３．参加したことはない」と答えられた方におうかがいします。「参

加したことはない」のはなぜですか。（あてはまるもの３つまでに○） 

・ いずれの活動にも参加経験のない方に対してその理由を聞いたところ、「忙しい（時間がな

い）から」（40%）が最も多く、続いて「どのような行事・活動があるか知らないから」（38%）

の順であった。 

 

図表 １２４ 参加したことがない理由 

 

 

 

  

40 %

38 %

22 %

15 %

9 %

7 %

2 %

11 %

8 %

1 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

忙しい（時間がない）から

どのような行事･活動があるか知らないから

関心のある行事･活動がないから

体力や健康状態に自信がないから

（育児や介護など）世話が必要な家族がいるから

地域にかかわりたくないから

住んでいる地域以外の活動に参加しているから

その他

特に理由はない

無効・無回答

(N=423)
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３. 町内会との関わりについて 

(1) 町内会への加入状況 

問 12 あなたは町内会に加入していますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 町内会への加入状況をみると、「加入している」（82%）が最も高い。一方「加入していない」

（16%）とする回答は全体の約 2 割であった。 

 

図表 １２５ 町内会への加入状況 

 

 

問 13 問 12で「１．加入している」と答えられた方におうかがいします。加入したきっかけは何ですか。（あては

まるもの１つに○）  

・ 町内会に加入している方に対してきっかけを聞いたところ、「加入が義務だと思った」（41％）

が最も高く、「自主的に加入した」（20％）、「入居時の条件」（20％）の順に続いている。 

 

図表 １２６ 加入したきっかけ 

  

加入している
82 %

加入していない
16 %

無効・無回答
2 %

(N=1346)

自主的に加入し

た 20 %

町内会役員（班

長含む）の勧誘

11 %

加入している人

からのすすめ

1 %

家族や友人から

のすすめ 1 %
入居時の条件

20 %

加入が義務だと

思った 41 %

その他 5 %

無効・無回答 3 %
(N=1106)
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(2) 町内会活動について 

問 14（１）町内会で実施している地域活動への認知・参加状況について教えてください※。（あてはまるもの１

つに○） 

・ 町内会活動への認知・参加状況についてみると、「知っており、参加もしている」割合が最

も多いのは、「住民相互の連絡」（65％）であり、「住環境美化活動」（57％）、「地域の親睦・

交流を図るための活動」（45％）の順であった。 

・ 一方、認知度が低いのは「地域主体のまちづくり活動」であり、55％が「知らない」と回答

している。次いで「地域住民の声の行政への要望」（46％）、「地域福祉の増進」（46％）とな

っている。 

 

図表 １２７ 地域活動の認知・参加状況 

 

 

  

45 %

65 %

27 %

10 %

31 %

13 %

57 %

6 %

7 %

20 %

3 %

38 %

18 %

26 %

47 %

38 %

49 %

21 %

34 %

33 %

39 %

28 %

9 %

7 %

34 %

31 %

21 %

25 %

12 %

46 %

46 %

28 %

55 %

8 %

10 %

12 %

13 %

12 %

14 %

9 %

14 %

15 %

13 %

14 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域の親睦･交流を図るための活動

住民相互の連絡

慶弔行事への相互協力

文化活動･健康増進活動

防災活動

防犯や交通安全に関する活動

住環境美化活動

地域住民の声の行政への要望

地域福祉の増進

児童･生徒の健全育成

地域主体のまちづくり活動

知っており､参加もしている 知っているが参加はしていない 知らない 無効・無回答

(N=1106)
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問 15 お住まいの地域の町内会で（引き続き、新たに）力を入れて欲しい活動に○をつけてください。（あては

まるものすべてに○） 

・ 町内会に力を入れて欲しい活動についてみると、「防犯や交通安全に関する活動」（42％）が

最も多く、「防災活動」（41％）、「住環境美化活動」（36％）の順であった。 

・ 一方、比較的低いのは「地域主体のまちづくり活動」（13％）、「慶弔行事への相互協力」（13％）

であった。 

 

図表 １２８ 力を入れて欲しい活動 

 

 

 

  

42 %

41 %

36 %

35 %

34 %

24 %

23 %

19 %

18 %

13 %

13 %

25 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

防犯や交通安全に関する活動

防災活動

住環境美化活動

住民相互の連絡

地域の親睦･交流を図るための活動

児童･生徒の健全育成

文化活動･健康増進活動

地域福祉の増進

地域住民の声の行政への要望

地域主体のまちづくり活動

慶弔行事への相互協力

無効・無回答

(N=1106)



90 

 

(3) 町内会への加入意向について 

問 16 問 12で「２．加入していない」と答えられた方におうかがいします。今後、町内会に加入したいと思いま

すか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 町内会に加入していない方に対して今後の加入意向について聞いたところ、「あまり思わな

い」（48%）が最も多く、続いて「思わない」（27%）、「まあまあ思う」（16%）の順であった。 

・ 町内会への加入意向を示す方は全体の約 2 割に留まっている。 

 

図表 １２９ 町内会への加入意向 

 

 

  

思う 6 %

まあまあ思う
16 %

あまり思わない
48 %

思わない27 %

無効・無回答4 %(N=219)
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問 17 問 16で「１．思う」または「２.まあまあ思う」と答えられた方におうかがいします。町内会に加入したいと

思う理由を教えてください。（あては まるものすべてに○） 

・ 町内会への加入意向を示す方に対して加入したいと思う理由について聞くと、「地域の親

睦・交流を図る活動に参加したいから」（48%）が最も多く、続いて「地域の情報が手に入

りやすくなるから」（42%）、「防火・防災面で安心になるから」（40%）、「高齢者を支える活

動は必要だと思うから」（40％）の順であった。 

 

図表 １３０ 町内会に加入したいと思う理由 

 

  

48 %

42 %

40 %

40 %

35 %

27 %

25 %

21 %

15 %

8 %

4 %

13 %

2 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

地域の親睦･交流を図る活動に参加したいから

地域の情報が手に入りやすくなるから

防火･防災面で安心になるから

高齢者を支える活動は必要だと思うから

地域の防犯面で安心になるから

地域の環境美化等に協力したいから

文化活動･健康増進活動に参加したいから

子育てを支援する活動は必要だと思うから

まちづくりの取組みに参加したいから

行政の広報物が手に入りやすくなるから

行政に意見等を言いやすくなるから

その他

無効・無回答

(N=48)
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問 18 問 16で「３．あまり思わない」または「４.思わない」と答えられた方におうかがいします 

「（あまり）思わない」のはなぜですか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 町内会への加入意向がない方に対して加入したいと思わない理由について聞くと、「知って

いる人がいないから」（36%）、「町内会に加入するメリットが感じられないから」（36%）が

最も多く、続いて「いずれ引っ越しをするつもりだから」（32%）、「人間関係がわずらわし

そうだから」（31%）の順であった。 

 

図表 １３１ （あまり）思わない理由 

 

  

36 %

36 %

32 %

31 %

28 %

19 %

15 %

19 %

1 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

知っている人がいないから

町内会に加入するﾒﾘｯﾄが感じられないから

いずれ引っ越しをするつもりだから（転勤の予定等）

人間関係がわずらわしそうだから

役につくことになるのが嫌だから

町内会費を負担することになるのが嫌だから

清掃などの当番的な作業に参加したりするのが嫌だから

その他

無効・無回答

(N=162)
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４. 東日本大震災時の地域との関わりについて 

(1) ご近所づきあいに対する考え方の変化 

問 19 東日本大震災前後で、ご近所付き合いに対する考え方は変わりましたか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 東日本大震災後のご近所づきあいの考え方の変化をみると、「あまり変わらない」（34%）が

最も多く、続いて「少し変わった」（26%）、「変わらない」（21%）の順であった。 

・ 「変わった」「少し変わった」とする回答の合計は約４割という結果となった。 

 

図表 １３２ 東日本大震災前後でのご近所づきあいに対する考え方の変化 

 

  

変わった
12%

少し変わった
26%

あまり変わらない
34%

変わらない
21%

無効・無回答
7%

(N=1346)
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問20 問19で「１．変わった」または「２．少し変わった」と答えられた方におうかがいします。具体的に取り組ん

だことは何かありますか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 東日本大震災後にご近所づきあいの考え方が変わったとする方に対して、具体的に取り組ん

だことについてきくと、「近所の人とあいさつなどをするようになった」（55%）が最も多く、

続いて「掲示板など地域の情報を意識するようになった」（44%）、「回覧板を滞りなく回す

ようになった」（23%）の順であった。 

 

図表 １３３ 具体的に取り組んだこと 

 

問 21 東日本大震災以前から、仙台市内にお住まいでしたか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 東日本大震災以前から仙台市内に居住していたかについては、「震災以前から仙台市に居住

していた」が 84％となっている。 

 

図表 １３４ 東日本大震災時から仙台市内に住んでいたか 

  

55 %

44 %

23 %

17 %

15 %

11 %

10 %

2 %

5 %

0 % 20 % 40 % 60 %

近所の人とあいさつなどをするようになった

掲示板など地域の情報を意識するようになった

回覧板を滞りなく回すようになった

地域の活動に参加者として関わるようになった

震災前から上記のいずれかには取り組んでいた

特に何も取り組んでいない

町内会など地域の自治活動に運営方として

参加するようになった

地域で必要と思う活動を､主体的に立ち上げた

無効・無回答

(N=509)

震災以前から仙台

市に居住していた
84 %

震災後に仙台市に

引っ越してきた
7 %

無効・無回答 9 %(N=1346)
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問 22 町内会をはじめとする地域団体からどのような支援を受けましたか。また、近隣にお住まいの方同士で、

どのような助け合いをされましたか。（各選択肢について、該当するものすべてに○） 

・ 東日本大震災前から仙台市に居住していた方に、地域団体から受けた支援についてきくと、

「支援物資（非常食や毛布、簡易トイレなど）の配布」（14％）が最も高く、「炊き出し」（13％）

が次いでいる。 

・ 近隣同士の助け合いについては「生活に必要な情報の提供」（30％）が最も高く、「安否確認

や見回り」（29％）が次いでいる。 

・ 震災後の助け合いは、近隣住民同士を中心に行われたことがうかがえる。 
 

図表 １３５ 地域団体から受けた支援 

 

図表 １３６ 近隣同士の助け合い 

 
 

14 %

13 %

8 %

7 %

7 %

4 %

3 %

2 %

0 % 5 % 10 % 15 % 20 %

支援物資（非常食や毛布、

簡易トイレなど）の配布

炊き出し

安否確認や見回り

生活に必要な情報の提供

町内会等が運営する

避難施設への滞在

発災直後の避難誘導

地域の清掃､片づけなど

救出･救助､応急救護

(N=1130)

30 %

29 %

18 %

11 %

10 %

9 %

9 %

8 %

4 %

0 % 5 % 10 % 15 % 20 % 25 % 30 % 35 %

生活に必要な情報の提供

安否確認や見回り

発災直後の避難誘導

支援物資（非常食や毛布、

簡易トイレなど）の配布

炊き出し

地域の清掃､片づけなど

救出･救助､応急救護

町内会等が運営する

避難施設への滞在

その他

(N=1130)
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５. 回答者属性 

(1) 回答者自身について 

問 23 あなた自身やご家族についておたずねします。（それぞれ、あてはまるものに○） 

A. 性別 

・ 性別をみると、「女性」（60%）、「男性」（37%）となっている。 

図表 １３７ 性別 

 

 

B. お住まいの区 

・ お住まいの区をみると、「泉区」（24%）、「青葉区」（23%）、「太白区」（20%）、「宮城野区」

（17%）、「若林区」（14%）となっている。 
 

図表 １３８ お住まいの区 

  

男性 37 %

女性 60 %

無効・無回答

3 %

(N=1346)

青葉区 23 %

宮城野区 17 %

若林区 14 %

太白区 20 %

泉区 24 %

無効・無回答

2 %
(N=1346)
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C. 年齢 

・ 年齢をみると、「60 歳代」（23%）、「50 歳代」（17%）、「70 歳代」（15%）となっている。 

 

図表 １３９ 年齢 

 

 

D. 同居する家族 

・ 同居する家族をみると、「配偶者（夫または妻）」（57%）が最も多く、続いて「子（及びそ

の配偶者を含む）」（42%）が次いでいる。 

 

図表 １４０ 同居する家族 

 

  

10歳代 1 %

20歳代 7 %

30歳代 13 %

40歳代 14 %

50歳代 17 %

60歳代 23 %

70歳代 15 %

80歳以上8 %

無効・無回答3 %
(N=1346)

57 %

42 %

15 %

14 %

4 %

4 %

1 %

1 %

1 %

2 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

配偶者（夫または妻）

子（及びその配偶者を含む）

（あなた又は配偶者の）親

同居者なし（ひとり暮らし）

兄弟姉妹

孫（及びその配偶者を含む）

祖父･祖母

その他の親族

親族以外の者

無効・無回答

(N=1346)
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E. 住宅の種類 

・ 住宅の種類をみると、「持家（一戸建て）」（57%）が最も多く、続いて「民間の借家(集合住

宅)」（18%）、「持家（集合住宅）」（15%）の順となっている。 

 

図表 １４１ 住宅の種類 

 

 

F. 居住年数 

・ 居住年数をみると、「30 年以上」（26%）が最も多く、「10 年～20 年未満」（18%）、「20 年～

30 年未満」（18%）が続いており、10 年以上居住している人が約 6 割となっている。 

 

図表 １４２ 居住年数 

 
 

  

持家(一戸建て) 57 %

持家(集合住宅) 15 %

民間の借家(一戸建て) 
3 %

民間の借家(集合住宅) 
18 %

公営の借家（UR（旧住宅

公団）、住宅供給公社、市

営住宅、県営住宅等） 4 %

その他3 %
無効・無回答2 %

(N=1346)

2年未満10 %

2年～5年未満
13 %

5年～10年未満
13 %

10年～20年未満
18 %

20年～30年未満
18 %

30年以上26 %

無効・無回答2 %(N=1346)
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６. 自由記述 

町内会活動について 

・困っていることは特になく、地域の町内会はとても熱心に様々な活動をしてくれていると感じてい

ます。強いて言えば、災害時の避難等の流れなどをもう少し多くの人に分かるようにしてもらえれ

ば良いと思います。 

・気軽にいつでも相談できるサロンなどがあれば良いと思います。 

・高齢者が多くなり、日常の回覧板を回すとか、ゴミ集積所の当番ぐらいしか参加が出来ない人が多

くなってきました。また、町内会の役員等が順番で回ってくるのも大変です。 

・町内会の加入は集合住宅では新しく分譲する時や総会への参加等の働きがけが必要です。（特に新築

分譲前に販売会社）あとで加入するのは難しいと思います。 

・町内会に入っていなくても子供会役員になると、公園清掃や盆踊り大会、学区民運動会など町内会

を手伝わないといけないのですが、会議を直前に言われたり、必ず出席しないといけないと言われ

たりします。共働き世帯が多いので、理解してもらいたいです。 

・町内会、子供会の関係性がよく解らないことがあります。 

・町内会役員の業務を地域の皆さんは感謝の念を持ち、理解協力しているのだろうかと思う時があり

ます。地域のつながり・協力・思いやり・感謝の心を一人一人に持っていただきたいと思います。 

・総会等で居住者の人数・氏名等の名簿作成の話が出たが、個人情報との兼ね合いでその後進んでい

ないようです。 

 

地域のつながりについて 

・震災以後、人と人との心のつながりの重要性を感じるようになりました。あいさつやちょっとした

集まりなど、数分でも地域の人と話をする。コミュニケーションの大切さを感じています。 

・町内会には入っていませんが、子供会活動を通して地域の方との関わりがあります。町内会は高齢

の方が多く、お祭り等は子供会を中心に行っています。子供会会員は子供が小学校を卒業すると退

会となるため、若い世代の定着がありません。町内会はこれからどうなるのか？と思うことがあり

ます。 

・通常の生活では、不便を感じたことはありませんが、震災時においては地域の団結がなく、また情

報もなく、不安を感じました。 

 

震災時の対応について 

・ライフラインが途絶えた時、炊き出しや安否確認等を行っている町内会もありました。町内会毎に

活動に差があることを感じました。 

・地震の時はとにかく心細く相談相手がいなく、一人でじっとしていなければいけないことがつらか

った。 

・災害の状況やライフラインの連絡など全くなく、個人で調べるだけでした。せめてライフラインの

連絡ぐらいはほしいと思いました。  
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集合住宅について 

・集合住宅の掲示板に活動を提示するだけなので、別の方法にすればもっと近所の交流ができるので

はないでしょうか？町内会の行事は、多くの人に声がけが必要ではないかと思います。 

・マンションが町内会に加入していないため、町内の情報などが伝わってこないことが多いと感じま

す。 

・マンションに住んでいますが、町内会の加入が３分の１しかありません。県政・市政だよりはマン

ション一括でポストに入ってきます。町内会に加入していなくても配布されるため、ますます加入

者が減っていく状態です。何とか一括で加入できるよう、工夫が必要と思います。 

 

行政への要望について 

・余りにも町内会に求める活動が多い。行政が行うべきものを町内会に求めすぎると思います。 

・（町内会活動について）行政側から人の派遣、アドバイスがあれば、きっかけができてやりやすいの

ではと思います。 
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IV. 町内会空白地域向け意識調査 

１. お住まいの地域に対する評価について 

(1) 地域に住むことになったきっかけ 

問 1 この地域に、住むことになったきっかけは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 地域に住むことに住むことになったきっかけをみると、「通勤や通学など交通の便がいい場

所だから」（57%）が最も多く、「魅力的な物件（価格・間取りなど）があったから」（45%）、

「もともとこの地域に住んでいたから」（21%）の順であった。 

 

図表 １４３ 住むことになったきっかけ 

 

57 %

45 %

21 %

12 %

10 %

10 %

9 %

9 %

9 %

6 %

4 %

10 %

3 %

0 % 20 % 40 % 60 %

通勤や通学など交通の便がいい場所だから

魅力的な物件（価格・間取りなど）があったから

もともとこの地域に住んでいたから

都会の割に公園など自然が多い地域だから

高齢者が安心して暮らせそうな環境だから

家族･親族が近くに住んでいるから

防犯面において安全な地域だから

こどもの教育環境がいいから

道路が広く整備され､町並みがきれいだから

広い住まいに住みたかったから

未就学児の子育てに適しているから（保育園など）

その他

無効・無回答

(N=457)
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(2) 地域に住み続けたいと思うか 

問 2 この地域に、住み続けたいと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 地域に住み続けたいかについては、「思う」（55％）が最も多く、「まあまあ思う」（36％）が

次いでいる。 

・ 「思う」「まあまあ思う」の合計は 91％に達するなど、９割以上の住民が地域に居住継続意

向を示している。 
 

図表 １４４ 地域に住み続けたいと思うか 

 

 

問 3 住み続けたいと思う主な理由をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

・ 居住継続意向を示す回答者に対して、住み続けたいと思う主な理由について聞いたところ、

「交通の利便性が高い」（34％）が最も多く、「買い物の利便性が高い」（10％）の順に続い

ている。 

図表 １４５住み続けたいと思う主な理由 

 

思う 55 %
まあまあ思う 36 %

あまり思わない 5 %

思わない 2 %
無効・無回答 3 %

(N=457)

周辺の音環境（騒音、

静かさ等）が良い2 % 教育･学習施設の利便

性が高い2 %

交通の利便性が高い

34 %

医療機関の利便性が

高い3 %

買い物の利便性が高

い10 %

災害に対する備えが良

い1 %周辺の治安が良い1 %

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ（周辺の道路

や駅から自宅の行き来

等）に優れている0 %

その他2 %

無効・無回答46 %

(N=413)
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問 4 住み続けたいと思わない主な理由をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

・ 居住継続意向がない方に対して住み続けたいと思わない理由を聞いたところ、「その他」

（43％）を除くと、「周辺の音環境（騒音、静かさ等）が悪い」（17％）が最も高く、「教育・

学習施設の利便性が低い」（7％）、「交通の利便性が低い」（7％）、「医療機関の利便性が低い」

（７％）「買い物の利便性が低い」（7％）が次いでいる。 

 

図表 １４６ 住み続けたいと思わない主な理由 

 

 

周辺の音環境（騒音、静

かさ等）が悪い17 %

教育･学習施設の利便性

が低い7 %

交通の利便性が低い

7 %

医療機関の利便性が低

い7 %

買い物の利便性が低い

7 %

災害に対する備えが悪

い0 %周辺の治安が悪い3 %

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ（周辺の道路や

駅から自宅の行き来等）

が不十分である0 %

その他43 %

無効・無回答10 %(N=30)
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２. ご近所づきあいについて 

(1) ご近所づきあいは、どの程度しているか 

問 5 ご近所付き合いは、どの程度していますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ ご近所づきあいの程度をみると、「あいさつをする程度でほとんどつきあいがない」（65%）

が最も多く、続いて「家の行き来をするなど、親しく交流している」（13%）「地域の清掃な

ど、決まり事には参加しているが、普段の交流は無い」（11%）、の順であった。 
 

図表 １４７ ご近所づきあいの程度 

 

(2) いざというときに近所の人と協力しあえると思うか 

問 6 災害時など、いざというときに近所の人と協力しあえると思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ いざというときに近所の人と協力しあえると思うかをみると、「おそらく協力しあえると思

う」（57%）が最も多く、続いて「あまり協力しあえるとは思わない」（20%）、「協力しあえ

る」（16%）、の順であった。 

・ いざというときに（おそらく）協力しあえるとする住民は約７割という結果となった。 
 

図表 １４８ いざというときに近所の人と協力しあえると思うか 

  

家の行き来をするな

ど､親しく交流している

13 %

地域の清掃など､決ま

り事には参加している

が､普段の交流は無い
11 %

あいさつをする程度で

ほとんどつきあいがな

い 65 %

まったくつきあいがな

い 7 %

無効・無回答 4 %(N=457)

協力しあえる

16 %

おそらく協力しあ

えると思う 57 %

あまり協力しあ

えると思わない

20 %

まったく協力しあ

えると思わない
3 %

無効・無回答
3 %

(N=457)
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(3) 最寄りの世帯にどんな方が住んでいるか知っているか 

問 7 あなたのお住まいの最寄りの１０世帯くらい（向こう三軒両隣り、集合住宅の場合同じフロアの住民）に、ど

んな方が住んでいるか知っていますか（家族構成までを含む）。（あてはまるもの１つに○） 

・ 最寄りの世帯にどんな方が住んでいるか知っているかについては、「２～３世帯くらいは知

っている」（38%）が最も多く、続いて「ほとんど知らない」（36%）、「半分以上知っている」

（12%）の順であった。 
 

図表 １４９ 最寄りの世帯にどんな方が住んでいるか知っているか 

 

(4) 色々な人とおつきあいする機会はあるか 

問８ あなたは、ご近所以外で、色々な人とおつきあいする機会はありますか。（あてはまるもの１つに○） 

・ ご近所以外でのつきあいの機会についてみると、「つきあいを持っている」（41%）と「頻繁

につきあいを持っている」（11％）の合計は約５割であった。 
 

図表 １５０ 色々な人とおつきあいする機会はあるか 

  

ほとんど知っている

11 %

半分以上知ってい

る12 %

2～3世帯くらいは

知っている38 %

ほとんど知らない

36 %

無効・無回答2 %
(N=457)

頻繁につきあいを

持っている11 %

つきあいを持って

いる41 %あまりつきあいは

ない25 %

ほとんどつきあい

がない20 %

無効・無回答3 %(N=457)
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(5) 活動への参加状況 

問 9 今のお住まいの地域で、次の運営主体による活動（集合住宅内のイベントなど含む）に参加したことはあ

りますか。（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

・ 各種団体による地域の活動に対する参加状況をみると、最も参加した経験が多いのは「学校」

であり、「普段参加している」「参加した経験がある」の合計は 34％となった。 

・ 活動した経験のある地域活動は「学校」についで「婦人会、老人会、子ども会、PTA 等」（32％）、

「共通の趣味などのサークル」（25％）の順に続いている。 

・ 参加した経験が少ないのは「NPO などのボランティア、市民活動団体」であり、「普段参加

している」「参加した経験がある」の合計は 9％となっている。 

 

図表 １５１ 活動への参加状況 

 

 

 

 

 

  

6 %

14 %

2 %

3 %

16 %

3 %

9 %

18 %

18 %

7 %

13 %

18 %

10 %

16 %

71 %

63 %

85 %

78 %

59 %

81 %

69 %

5 %

5 %

6 %

6 %

6 %

7 %

6 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町内会

婦人会、老人会、子ども会、PTA等

NPOなどのボランティア、市民活動

団体

仙台市等の行政機関

学校

民間企業、社会福祉法人

共通の趣味などのサークル

普段参加している 参加した経験がある 参加したことはない 無効・無回答

(N=457)
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(6) 分野別の活動への参加状況 

問 10 今のお住まいの地域で、次の分野の活動（集合住宅内のイベントなど含む）に参加したことはありますか。

（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

・ 分野別の地域活動への参加状況をみると、最も参加した経験が多いのは「スポーツ、文化芸

術の活動（お祭りを含む）」であり、「普段参加している」「参加した経験がある」の合計は

37％となった。また「防犯・防災・交通安全の活動」（31％）が次いでいる。 

・ 参加した経験が少ないのは「お年寄りや障がい者などを助ける活動」であり、「普段参加し

ている」「参加した経験がある」の合計は 6％となっている。 

 

図表 １５２ 分野別の活動への参加状況 

 

 

  

 

 

  

7 %

4 %

4 %

7 %

1 %

4 %

9 %

14 %

14 %

13 %

24 %

5 %

9 %

28 %

73 %

75 %

76 %

64 %

87 %

81 %

58 %

7 %

7 %

7 %

5 %

7 %

6 %

6 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校教育を支援する活動

子育てを助ける活動

まちづくりの活動（環境美化活動を含む）

防犯・防災・交通安全の活動

お年寄りや障がい者などを助ける活動

健康づくりのための活動

スポーツ、文化芸術の活動（お祭りを含む）

普段参加している 参加した経験がある 参加したことはない 無効・無回答

(N=457)
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(7) 参加したことがない理由 

問 11 問 10の（１）～（７）のうち、すべてに「３．参加したことはない」と答えられた方におうかがいします。「参

加したことはない」のはなぜですか。（あてはまるもの３つまでに○） 

・ いずれの活動にも参加経験のない方に対してその理由を聞いたところ、「どのような行事・

活動があるか知らないから」（52%）が最も多く、続いて「忙しい（時間がない）から」（39%）

の順であった。 

 

図表 １５３ 参加したことがない理由 

 

 

 

  

52 %

39 %

24 %

15 %

9 %

6 %

5 %

4 %

11 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 %

どのような行事･活動があるか知らないから

忙しい（時間がない）から

関心のある行事･活動がないから

体力や健康状態に自信がないから

（育児や介護など）世話が必要な家族がいるから

特に理由はない

住んでいる地域以外の活動に参加しているから

地域にかかわりたくないから

その他

(N=205)
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３. お住まいの地域に、町内会が無いことについて 

(1) 町内会が取り組んでいる活動の認知状況 

問 12 仙台市の町内会では、主に以下のような活動に取り組んでいます。あなたは、町内会が取り組んでいる

活動についてご存知でしたか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 町内会が取り組んでいる活動の認知状況をみると、「知っていた」とする回答が最も多いの

は「住民相互の連絡・連携（回覧板・掲示板・ボランティア活動等）」（57％）であり、「趣

味・レクリエーション等文化活動（各種講習会・芋煮会・夏祭り・盆踊りなど）」（51％）が

次いでいる。 

・ 一方で「知っていた」とする回答が最も少なかったのは「市（区）に対する要望等」（29％）、

「街路灯・防犯灯の設置や管理」（29％）であった。 

 

図表 １５４ 町内会が取り組んでいる活動の認知状況 

 

  

57 %

42 %

29 %

35 %

29 %

47 %

45 %

51 %

28 %

40 %

50 %

46 %

51 %

36 %

36 %

31 %

15 %

18 %

21 %

19 %

20 %

18 %

19 %

18 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住民相互の連絡･連携（回覧板・掲示板・ボランティア活動等）

環境美化（花壇作りや地域清掃など）

市(区)に対する要望等

慶弔（入学・成人・敬老祝い会など）

街路灯･防犯灯の設置や管理

防火･防災（自主防災組織づくりや訓練）

交通安全･防犯

趣味･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ等文化活動（各種講習会・芋煮会

・夏まつり・盆踊りなど）

知っていた 知らなかった 無効・無回答

(N=457)
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(2) 町内会がないことによる不安や不便 

問 13 現在、お住まいの地域に町内会がないことで生活に不安や不便を感じていますか。（あてはまるもの１

つに○） 

・ 町内会がないことによる不安や不便をみると、「特に不安や不便はない」（77％）が最も高い。

一方「不安や不便を感じている」とする回答は 14%であった。 

 

図表 １５５ 町内会がないことによる不安や不便 

 

問 14 問 13で「１．不安や不便を感じている」と答えられた方におうかがいします。  

不安や不便を感じている内容について教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

・ 町内会がないことによる不安や不便を感じている方に対して、不安や不便を感じている内容

をきいたところ、「地域の親睦・交流を図る活動がない」（52％）が最も高く、「回覧板等が

なく、住んでいる地域の情報が得にくい」（51％）、「地域の防犯面で不安」（46％）の順に続

いている。 
 

図表 １５６ 不安や不便を感じている内容 

  

不安や不便を感じ

ている14 %

特に不安や不便は

ない77 %

無効・無回答9 %(N=457)

52 %

51 %

46 %

41 %

29 %

27 %

11 %

11 %

6 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 %

地域の親睦･交流を図る活動がない

回覧板等がなく､住んでいる地域の情報が得にくい

地域の防犯面で不安

地域の防火･防災面で不安

地域と行政とやり取りをする窓口がない

災害情報などの行政情報が届かない･遅れる

仙台市からの広報物（市政だより、催事案内等）が届かない

ごみ集積所や地域の清掃等の環境美化が不十分

その他

(N=63)
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問 15 問 13で「２．特に不安や不便はない」と答えられた方におうかがいします。   

不安や不便が無い理由について教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

・ 町内会がないことによる不安や不便を感じていない方に対して、不安や不便がない理由をき

いたところ、「ごみ集積所や清掃等は専門の業者（マンション管理会社等）に任せているか

ら」（76％）が最も高く、「町内会活動内容について、よく知らなかったから」（30％）が次

いでいる。 

図表 １５７ 不安や不便がない理由 

 

 

(3) 今後の町内会等の地域の組織の必要性について 

問 16 今後、お住まいの地域で町内会等の地域の組織は必要になると思いますか。（あてはまるもの１つに

○） 

・ 今後の町内会等の地域の組織の必要性については、「必要ない」が 49％、「必要になる」が

39％であった。 

図表 １５８ 今後の町内会等の地域の組織の必要性 

 

  

76 %

30 %

29 %

28 %

27 %

7 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 %

ごみ集積所や清掃等は専門の業者（マンション管

理会社等）に任せているから

町内会活動内容について､よく知らなかったから

行政に要望がある場合は､直接区役所や市役所

に問い合わせを行うから

行政からの広報物が無くても､必要な情報はｲﾝﾀｰ

ﾈｯﾄ等で収集できるから

防火･防犯･防災等は行政ｻｰﾋﾞｽで十分だから

その他

(N=352)

必要になる 39 %

必要ない 49 %

無効・無回答 12 %

(N=457)
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問 17 問 16で「１．必要になる」と答えられた方にお伺いします。 

今後地域で町内会ができた場合の、町内会組織や活動への参加のご意向についてお教えください。 

・ 今後、町内会等の地域の組織が必要になると感じる方に対して、町内会組織や地域の活動へ

の参加の意向を聞いたところ、「役員等にはなりたくないが、町内会行事には参加してもよ

い」（54％）が最も高く、「町内会行事には参加したくないが、町内会には加入してもよい」

（27％）、「役員等の立場で、町内会に関わってもよい」（10％）の順に続いている。 

 

図表 １５９ 町内会組織や活動への参加意向 
 

 

 

 

 

  

役員等の立場で､

町内会に関わって

もよい 10 %

役員等にはなりた

くないが､町内会行

事には参加しても

よい54 %

町内会行事には参

加したくないが､町

内会には加入して

もよい 27 %

町内会に加入した

くない3 %

無効・無回答5 %(N=180)
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４. 東日本大震災時の地域との関わりについて 

(1) ご近所づきあいに対する考え方の変化 

問 18 東日本大震災前後で、ご近所付き合いに対する考え方は変わりましたか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 東日本大震災後のご近所づきあいの考え方の変化をみると、「あまり変わらない」（35%）が

最も多く、続いて「少し変わった」（31%）、「変わらない」（17%）の順であった。 

・ 「変わった」「少し変わった」とする回答の合計は約４割という結果となった。 

 

図表 １６０ 東日本大震災前後でのご近所づきあいに対する考え方の変化 

 

  

変わった9 %

少し変わった

31 %

あまり変わらな

い35 %

変わらない17 %

無効・無回答7 %

(N=457)
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問19 問18で「１．変わった」または「２．少し変わった」と答えられた方におうかがいします。具体的に取り組ん

だことは何かありますか。（あてはまるものすべてに○） 

・ 東日本大震災後にご近所づきあいの考え方が変わったとする方に対して、具体的に取り組ん

だことについてきくと、「近所の人とあいさつなどをするようになった」（55%）が最も多く、

続いて「掲示板など地域の情報を意識するようになった」（54%）が次いでいる。 

 

図表 １６１ 具体的に取り組んだこと 

 

 

問 20 東日本大震災以前から、仙台市内にお住まいでしたか。（あてはまるもの１つに○） 

・ 東日本大震災以前から仙台市内に居住していたかについては、「震災以前から仙台市に居住

していた」が 82％となっている。 

 

図表 １６２ 東日本大震災時から仙台市内に住んでいたか 

 

  

55 %

54 %

15 %

12 %

9 %

5 %

1 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 %

近所の人とあいさつなどをするようになった

掲示板など地域の情報を意識するようになった

震災前から上記のいずれかには取り組んでいた

地域で行われる行事やイベントなどの活動に

参加者として関わるようになった

特に何も取り組んでいない

地域の自治活動に運営方として

参加するようになった

地域で必要と思う活動を､主体的に立ち上げた

(N=185)

震災以前から仙台

市に居住していた
82 %

震災後に仙台市に

引っ越してきた9 %

無効・無回答9 %(N=457)
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問 21 震災時に、どのような支援を受けましたか。また、近隣にお住まいの方同士で、どのような助け合いをさ

れましたか。（各選択肢について、該当するものすべてに○） 

・ 東日本大震災前から仙台市に居住していた方に、受けた支援についてきくと、「支援物資（非

常食や毛布、簡易トイレなど）の配布」（23％）が最も高く、「生活に必要な情報の提供」（13％）、

「炊き出し」（13％）が次いでいる。 

・ 近隣同士の助け合いについては「地域の清掃、片づけなど」（33％）が最も高く、「支援物資

（非常食や毛布、簡易トイレなど）の配布」（29％）、「炊き出し」（28％）が次いでいる。 

・ 震災後の助け合いは、近隣住民同士を中心に行われたことがうかがえる。 

 

図表 １６３ 受けた支援 

 

 

図表 １６４ 近隣同士の助け合い 

 

 

23 %

13 %

13 %

12 %

11 %

9 %

4 %

4 %

3 %

0 % 5 % 10 % 15 % 20 % 25 % 30 % 35 %

支援物資（非常食や毛布、簡易トイレなど）の配布

生活に必要な情報の提供

炊き出し

安否確認や見回り

町内会等が運営する避難施設への滞在

発災直後の避難誘導

救出･救助､応急救護

地域の清掃､片づけなど

その他

(N=375)

33 %

29 %

28 %

14 %

13 %

13 %

12 %

10 %

3 %

0 % 5 % 10 % 15 % 20 % 25 % 30 % 35 %

地域の清掃､片づけなど

支援物資（非常食や毛布、簡易トイレなど）の配布

炊き出し

生活に必要な情報の提供

町内会等が運営する避難施設への滞在

安否確認や見回り

発災直後の避難誘導

救出･救助､応急救護

その他

(N=375)
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５. 回答者属性 

(1) 回答者自身について 

問 23 あなた自身やご家族についておたずねします。（それぞれ、あてはまるものに○） 

A. 性別 

・ 性別をみると、「女性」（55%）、「男性」（40%）となっている。 
 

図表 １６５ 性別 

 

B. お住まいの区 

・ お住まいの区をみると、「青葉区」（42%）、「太白区」（18％）、「宮城野区」（15％）、「若林区」

（12％）、「泉区」（9％）となっている。 

図表 １６６ お住まいの区 

  

男性 40 %

女性 55 %

無効・無回答 5 %
(N=457)

青葉区42 %

宮城野区15 %

若林区12 %

太白区18 %

泉区9 %

無効・無回答4 %(N=457)
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C. 年齢 

・ 年齢をみると、「40 歳代」（23%）、「50 歳代」（18%）、「30 歳代」（17%）となっている。 

 

図表 １６７ 年齢 

 

 

D. 同居する家族 

・ 同居する家族をみると、「配偶者（夫または妻）」（56%）が最も多く、続いて「子（及びそ

の配偶者を含む）」（44%）が次いでいる。 

 

図表 １６８ 同居する家族 

 

  

10歳代 1 %

20歳代 4 %

30歳代 17 %

40歳代 23 %

50歳代 18 %

60歳代 14 %

70歳代 11 %

80歳以上 7 %

無効・無回答 5 %
(N=457)

56 %

44 %

19 %

6 %

2 %

1 %

0 %

0 %

0 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 %

配偶者（夫または妻）

子（及びその配偶者を含む）

同居者なし（ひとり暮らし）

（あなた又は配偶者の）親

兄弟姉妹

親族以外の者

祖父･祖母

孫（及びその配偶者を含む）

その他の親族

(N=457)
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E. 住宅の種類 

・ 住宅の種類をみると、「持家（集合住宅）」（67%）が最も多く、続いで「民間の借家（集合

住宅）」（20%）、「持家（一戸建て）」（6%）の順となっている。 

 

図表 １６９ 住宅の種類 

 

 

F. 居住年数 

・ 居住年数をみると、「2 年～5 年未満」（29%）が最も多く、「5 年～10 年未満」（23%）、「10

年～20 年未満」（18%）が続いており、10 年未満居住している人が約 6 割となっている。 

 

図表 １７０ 居住年数 

 

 

 

 

 

持家(一戸建て) 6 %

持家(集合住宅) 67 %

民間の借家(一戸建て) 
0 %

民間の借家(集合住宅) 
20 %

公営の借家（UR（旧

住宅公団）、住宅供給

公社、市営住宅、県営

住宅等） 0 %

その他2 %
無効・無回答4 %(N=457)

2年未満11 %

2年～5年未満
29 %

5年～10年未満
23 %

10年～20年未満
18 %

20年～30年未満
6 %

30年以上9 %

無効・無回答4 %(N=457)
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６. 自由記述 

解散地域の意見 

・町内会が無く、市の広報誌市政だよりを読むのが唯一の市政とのつながりで、集合住宅内の横のつ

ながりもなく全く情報不足を感じます。災害、医療、生活の中での細かいお知らせ等はラジオ、テ

レビ等にも関心を持ち、情報を集めておりますが、情報が入らないまま終わる場合も多いです。 

・もっと地域と関わりを持ちたいと思いますが、町内会も解散し、地域との結びつきが何もありませ

ん。住民同士で話をする場もありません。 

・町内会が解散となり、活動はありませんが、今のところ不便とは思っていません。ただし、以前の

様な隣近所地域とのコミュニケーションはあまりなくなりました。 

 

未結成マンションの意見 

・特に不便や困りごとはありませんが、近所づきあいが希薄であることは良い事だとは思っていませ

ん。しかし、お互いどのような人かわからない為、一歩が踏み出せず挨拶程度の関係にとどまって

いるのだと思います。顔は知っている人達なので、いざという時になればむしろ協力できるのでは

と思います。 

・マンション管理組合は町内会ではないのか？違いが判りません。 

・災害の際はマンションを通じて、何らかの連絡があるとは思いますが、地域の自治会（町内会）活

動についてはよく分からないこともまだ多くあります。活動内容の広報が少しあってもよいのでは

とも思います。ただ、通常の生活においては特別不便を感じることはないです。 

・不便に感じることは特にありません。町内会の活動が住みよい環境の一端を担っているだろうとい

う認識はあるのですが、集合住宅に住むようになると、意識が薄れます。掲示板に張られた町内会

の掲示物は見ているのですが、行事の案内が多いかもしれません。報告のようなものが増えるとい

いです。 

・夜間に何かの講習会や勉強会があれば参加してみたいと思います。以前別の地域で子育てしていた

時には、町内会活動は楽しく参加していました。 

・共働き等仕事をしている方が多いので、町内会のあり方は考えるべき。ご近所挨拶ぐらいしかしな

いが、災害時等いざとなったら助け合えると思います。 

・震災後人の変わりがありましたが、新しい方は挨拶をしても知らん顔する人が多く、そういう方々

に対して少し不安に思います。 
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V. 調 査 票 

 

 町内会長向けアンケート(単位町内会長) 

 町内会長向けアンケート（連合町内会長） 

 地域別市民意識調査 

 町内会空白地域向け意識調査 
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「町内会等実態調査」へのご協力のお願い 
 

町内会長の皆さま                                                  

平成 26 年 8 月 

仙 台 市 
 

町内会長の皆さまには、日頃より地域福祉や環境美化、防犯防災など様々な地域活動にお

いて中心的な役割を果たしていただくなど、本市の行政サービスの大きな一翼を担っていた

だいております。また、東日本大震災の発災直後の避難所運営から、現在の復旧・復興につ

きましても、皆さまのお力が大きな原動力となり仙台の再生に向けたさまざまな取り組みが

進んでおりますことに、改めまして深く感謝申し上げます。 

しかしながら、こうした大変重要な町内会について、活動の担い手や役員のなり手の不足、

あるいは、地域コミュニティの変容など、町内会活動を取り巻く環境が厳しさを増している

とも言われております。 

この調査は、町内会を取り巻く現状や課題などを把握し、今後のまちづくりに向けた取り

組みの検討等に活用するために実施するものでございます。 

ご回答いただきました内容につきましては、例えば｢１番の意見の方が計何人で、全体の

何パーセント｣などのように統計的に集計し公開いたしますので、皆様にご迷惑がかかるよ

うなことはございません。調査結果は来年 2 月頃に取りまとめる予定であり、皆様にお送り

させていただきますとともに、市のホームページ等で公開させていただきます。お手数とは

存じますが、本調査にご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 

 

＊＊ご記入にあたってのお願い＊＊ 

１．ご回答は、原則として町内会長様ご本人が行ってください。  

２．ご回答にあたっては、設問の内容をよくお読みいただき、あてはまる番号や欄に○をつけてく

ださい。｢その他｣を選んだ場合は、（  ）内に具体的な内容をお書きください。自由記述欄に

つきましても、可能な範囲で具体的にご記入ください。 

３．ご記入が終わりましたら、記入内容をお確かめの上、専用の返信用封筒（切手不要）

に本調査票を封入し、平成２６年９月８日(月)までにご投函ください。 

 ※返信用封筒表面のバーコードは、料金受取人払いとするため郵便局からの指示で印刷したもので、ご回答 

   された方を特定するものではございません。 

４．ご回答の際、ご不明な点などございましたら、上記までお問い合わせください。  

お問い合わせ先  

仙台市 まちづくり政策局 政策企画部 政策企画課 電話022-214-1245 
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仙台市 町内会等実態調査票 （単位町内会長様向け） 
 

町内会組織についてお聞きします 

問 1 貴町内会の名前を記入してください。  

町内会名 ： 

 

問 2 貴町内会が発足したのはいつごろですか。（あてはまるもの１つに○） 

１． 昭和１９年以前 ２．昭和２０年代 ３．昭和３０年代   

４．昭和４０年代 ５．昭和５０年代  ６．昭和６０年代 

７．平成元年～９年 ８．平成１０年以降 ９．わからない 
 

問 3 貴町内会の役員構成について教えてください。  

名称 人数 うち女性 名称 人数 うち女性 

会長  人 庶務 人 人 

副会長 人 人 その他 人 人 

理事 人 人 合計 人 人 

会計 人 人    

 「その他」の役員について、主な職名をご記入ください。（４つまで） 

名称 名称 

  

  
 

問 4 貴町内会の役員の任期と、役員任期の規定について教えてください。 

役員の任期          年 

役員任期の規定 

（あてはまるもの１つに○） 

１．連続して同一の役員に就任可能な任期を設けている 

２．役員の定年を設けている   

３．特に規定はない 
 

問 5 貴町内会では専門部会（またはそれに相当する組織）がありますか。ある場合、部会（また

はそれに相当する組織）名をご記入ください。 

 １．ある    ２．ない 

     ある場合、部会名を記入ください。 

名称 名称 

（       ）部 （      ）部 

（       ）部 （      ）部 

（       ）部 （      ）部 

（       ）部 （      ）部 
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問 6 貴町内会では、会長、役員はどのようにして選ばれますか。（会長、役員の選び方をそれぞれ

１つ選んでご記入ください） 

１．総会での選挙 ２．役員間での互選・推薦 ３．もちまわり 

４．町内会長の指名 ５．抽選   ６．その他（           ） 
 

会長      役員       
 

問 7 昨年度どの程度の頻度で役員会を開催しましたか。（あてはまるもの１つに○） 

１．月１回  ２．２ヶ月に１回  ３．３ヶ月に１回    

４．半年に１回  ５．１年に１回   ６．その他（          ） 
 

問 8 貴町内会組織の運営で課題となっていることをお教えください。 

（下記 1～12 のうち重要と思われる順に３つまで選んで記入ください。） 

１．役員の高齢化や成り手不足   ２．役員を中心に特定の人に負担が集中 

３．行事の参加者が少ない（内容のマンネリ化など）    

４．未加入世帯の増加    ５．会員の高齢化          

６．活動費の不足    ７．事務負担が大きい        

８．集会する場所がない    ９．新たな取り組みを行うノウハウがない        

１０．行政からの依頼事項が多い   １１．新旧住民の交流が難しい  

１２．その他※（                    ） 

※「１２．その他」を選択した場合は、具体的な内容を括弧内にご記入ください。 
 

１．       ２．      ３．       
 

町内会への加入状況についてお聞きします 

問 9 町内会の世帯数をお教えください。（お分かりの範囲で） 

加入世帯数 約        世帯 未加入世帯数 約       世帯 
 

問 10 最近（直近５年程度）の町内会加入世帯数について教えてください。（あてはまるもの１つに

○） 

１．増えている     ２．かわらない     ３．減っている     ４．わからない 
 

問 11 貴町内会エリア内の集合住宅との関係について教えてください。 

町内会と集合住宅の関係 

（あてはまるもの１つに

○） 

１．全ての集合住宅が町内会に加入している 

２．全てではないが、町内会に加入している集合住宅もある 

３．全ての集合住宅が町内会に加入していない 

４．集合住宅はない 

５．集合住宅のみで形成されている町内会である 

エリア内の集合住宅棟数※ 概ね  （       ） 棟 

※貴町内会が「集合住宅のみで形成されている町内会である」場合、空欄で結構です。  
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町内会で実施されている活動についてお聞きします 
 

問 12 貴町内会での、以下の表に掲げるＡ～Ｋの活動の実施状況についてお聞きします。 

(1) Ａ～Ｋの活動の状況についてあてはまる欄に○をつけてください。 

(2）Ａ～Ｋの活動のうち、他の団体と連携して活動を行っている場合は、連携している団体の属性

について番号をご記入ください。 

１．市役所又は区役所  ２．他の単位町内会 ３．連合町内会  

４．NPO などの市民団体   ５．市民センター ６．地区社会福祉協議会 

７．地区民生委員児童委員協議会  ８．赤十字奉仕団   ９．地域包括支援センター   

10．地区募金会   11．地区交通安全協会 12.（介護・福祉）施設   

13．学校  14．児童館   15．企業・商店（街） 16．その他   
 

(3) 町内会で（引き続き、新たに）力を入れていきたい活動すべてに○をつけてください。 

活動内容 (1) 現在の活動状況 (2)連携している団体 

（複数回答可） 

 

(3) 

力を入

れてい

きたい

活動 

積
極
的
に 

活
動 

あ
る
程
度 

活
動 

あ
ま
り
活
動

し
て
い
な
い 

全
く
活
動
し

て
い
な
い 

回答例）地域の親睦・交流を図るための活動 

(夏祭り・運動会・敬老会・新年会・旅行会等) 

 
○ 

  １、３、４ 
○ 

Ａ．地域の親睦・交流を図るための活動 

(夏祭り・運動会・敬老会・新年会・旅行会等) 

      

Ｂ．住民相互の連絡 

（回覧板・町内会だよりの発行・掲示板の管理等） 

      

Ｃ．慶弔行事への相互協力 

（会員の慶弔行事等） 

      

Ｄ．文化活動・健康増進活動 

（趣味講座の実施・介護予防講座の開催等） 

      

Ｅ．防災活動 

（防災訓練・災害時要援護者の支援体制づくり等） 

      

Ｆ．防犯や交通安全に関する活動 

（防犯パトロール・交通安全運動の実施等） 

      

Ｇ．住環境美化活動 

（ごみ集積所の清掃・花壇作り・資源回収等） 

      

Ｈ．地域住民の声の行政への要望 

（地域懇談会の開催・地域環境整備の要望等） 

      

Ｉ．地域福祉の増進 

（活動例は欄外を参照） 

      

Ｊ．児童・生徒の健全育成 

（子供会・学校行事・スポーツ少年団への支援等） 

      

Ｋ．地域主体のまちづくり活動 

（まちづくり研修会の実施等） 

      

  地域福祉の増進の活動例：（高齢者・障害者等への見守り・声掛けなどの支え合い活動、

ふれあいサロンや子育て支援サロンの開催、寄付・募金の協力呼びかけなど） 

○はいくつでも 
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問 13 問 12でお教えいただいた他の団体と連携して行っている活動について、代表的な活動の名

称、連携している代表的な団体、連携の経緯・きっかけや活動内容についてお教えくださ

い。（代表的な活動を１つ） 

代表的な 

活動の名称 

 

連携している 

団体 

（あてはまるもの

すべてに○） 

１．市役所又は区役所   ２．他の単位町内会  

３．連合町内会    ４．NPOなどの市民団体 

５．市民センター   ６．地区社会福祉協議会 

７．地区民生委員児童委員協議会   ８．赤十字奉仕団    

９．地域包括支援センター   10．地区募金会 

11．地区交通安全協会   12.（介護・福祉）施設    

13．学校    14．児童館 

15．企業・商店（街）   16．その他（        ） 

連携のきっかけ、経

緯 

回答例）学校の地域連携担当職員との定期的な意見交換をきっかけに、地域の

祭りに学校が協力してもらうことになった。 

 

 

 

 

 

主な活動の内容 回答例）○○祭りの設営やゴミ処理等のボランティアに○○中学校の生徒が参

加してくれている。 

祭りの模擬店には PTAも出店している。 
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東日本大震災の経験を踏まえた町内会の活動についてお聞きします 

問 14 東日本大震災時の活動状況についてお教えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．発災直後の避難誘導   ２．救出・救助、応急救護   

３．安否確認や見回り   ４．避難施設の運営 

５．支援物資（非常食や毛布、簡易トイレなど）の配布     

６．炊き出し    ７．地域の清掃、片づけなど   

８．生活に必要な情報の提供         

９．その他（                                   ） 

１０．特に何もしていない 
 

問 15 震災後、地域住民の意識に変化はありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

１．加入や活動に対する問い合わせが増えた    ２．活動・行事への意見や要望が増えた 

３．活動・行事への参加者が増えた        ４．特にかわらない 

５．その他（               ） 
 

問 16 震災後、新たに取り組んだり、より力を入れるようになった活動や行事はありますか。（あ

てはまるものすべてに○） 

１．住民のふれあい・交流行事の開催  

２．家庭での防災対策の呼びかけ（家具固定、備蓄など） 

３．町内会での防災資機材、備蓄などの充実   

４．防災訓練、避難所運営訓練の実施 

５．要配慮者（高齢者、障がい者）の避難支援の体制づくり 

６．緊急連絡先の把握     

７．町内会への加入促進 

８．その他（                                  ） 

９．特に行っていない 
 

問 17 今後、地域の防災力を向上させるために、町内会が担う必要があると思う役割について教え

てください。（あてはまるもの３つまで○） 

１．日ごろから防災のお知らせを出すなど、広報活動に取り組む  

２．災害時の救出・救助訓練や避難訓練などに取り組む  

３．救助や炊き出しに用いる器材の準備や、非常食などをたくわえる 

４．地域のなかで危ない場所を調べて、地域住民にお知らせする  

５．災害時の避難に支援の必要な方を把握し、いざというときの支援の仕組みを作る  

６．災害に備えて、地元の企業などと連携の仕組みを作る 

７．災害に備えて、行政との連携の仕組みを作る 

８．その他（                                      ） 
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町内会活動の担い手についてお聞きします 

問 18 現在、町内会活動を中心的に担っているのはどのような人ですか。（あてはまるもの３つまで○） 

１．農林漁業従事者  ２．会社経営者・自営業者  ３．勤務者（常勤） ４．勤務者（非常勤） 

５．退職者・年金受給者  ６．（1～5 を除いた）専業主婦  ７．その他（        ） 
 

問 19 貴町内会では、子育て世代等の若い住民が活動に参加していますか。（あてはまるもの１つ

に○） 

１．役員として参加している   ２．役員ではないが担い手として活動には参加している  

３．あまり参加していない    ４．ほとんど参加していない 
 

問 20 貴町内会では、女性が活動に参加していますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．役員として参加している   ２．役員ではないが担い手として活動には参加している  

３．あまり参加していない    ４．ほとんど参加していない 
 

問 21 集合住宅の住民は、活動に参加していますか。（あてはまるもの１つに○）※ 

１．役員として参加している   ２．役員ではないが担い手として活動には参加している  

３．あまり参加していない    ４．ほとんど参加していない 

※貴町内会が「集合住宅のみで形成されている町内会である」場合、ご回答は不要です。 
 

問 22 役員の成り手を確保するため、どのような工夫をしていますか。（あてはまるものすべてに

○） 

１．時間的な負担を軽減する      ２．役員に報酬を支払っている 

３．役員一人当たりの作業負担を軽減する 

４．役員や会員とのコミュニケーションを大事にする 

５．町内会の役割や活動内容を周知する ６．活動への参加・協力をよびかける 

７．町内会の活動を常に見直し、興味を持たせる     

８．活動の透明性を高める 

９．その他（                          ） 

１０．特に工夫していることはない 

 

問 23 町内会の行事の参加者を増やすため、どのような工夫をしていますか（あてはまるものすべ

てに○） 

１．町内会の活動を常に見直し、関心を持たせる 

２．町内会行事の広報チラシを工夫する 

３．行事の日程を早めにお知らせする 

４．直接会ったときに誘う 

５．他の団体に周知に協力いただく 

６．連合町内会と一緒に周知する 

７．その他（                           ） 

８．特に工夫していることはない 
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問 24 町内会加入への取組みを行っておりますか（あてはまるもの１つに○） 

１．行っている       ２．行っていない 

 

問 25 問 24 で「１．行っている」とした方にお聞きします。 

町内会加入に向けた取組みの内容について教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

１．会報やチラシを配布している     ２．会長や役員が面談し、説明している 

３．班長が面談し、説明している     ４．ホームページやメールによる加入案内 

５．集合住宅の建設時等に開発事業者を通じて働きかけている     

６．地域イベントの際に説明している   ７．その他（                 ） 

 

町内会の広報活動についてお聞きします 

問 26 現在利用されている活動の伝達手段、広報手法は主にどのようなものを使っていますか（そ

れぞれ、あてはまるものに○） 

 現在利用 

している 

今後の利用に 

関心がある 

利用する予

定はない 

Ａ．お知らせの個別配布    

Ｂ．回覧板    

Ｃ．掲示板    

Ｄ．電話連絡網     

Ｅ．ホームページ    

Ｆ．Ｅメール、携帯メール    

Ｇ．町内会だより    

Ｈ．その他（                 ）    
 

問 27 貴町内会で実施されている活動は、住民の方に十分認知されていますか。（あてはまるもの

１つに○） 

１．活動が十分認知されている 

２．認知されているが、一部の住民には伝わっていない 

３．活動が十分認知されていない 
 

問 28 町内会の伝達手段や広報活動についてどのような課題がありますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

１．回覧板が回るのが遅い   ２．行政からの依頼の回覧物が多い 

３．わかりやすい広報物をつくるのが難しい ４．集合住宅への広報が難しい 

５．ホームページの作成等、インターネットを活用したいが、担い手がいない   

６．広報紙を作成したいが、担い手がいない   ７．広報活動に力を入れたいが、予算が無い 

８．その他（                                  ） 

９．特にない 
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町内会の活動拠点についてお聞きします 

問 29 貴町内会では、集会所・集会室をおもちですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．自己所有している（築   年程度）   ２．賃借している（無償含む）  

３．持っていない（利用する都度、借りている） 
 

問 30 問 29で「１．自己所有している」とされた方にお聞きします。集会所を所有することの課

題について教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

１．集会所の老朽化  ２．用具等の保管スペースの確保  ３．集会所の管理費用 

４．集会所の利用調整  ５．その他（                   ） 

６．特にない 
 

問 31 問 29 で「３．持っていない」とされた方にお聞きします。 

（１）役員会等の町内会の会合は、主にどこで行っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１． 市民センター ２．ｺﾐｭﾆﾃｨｰ・ｾﾝﾀｰ ３．学校等の会議室 ４．民間の貸館  

５．集合住宅の集会室 ６．会長宅  ７．好日庵  ８．老人憩の家 

９．社務所・寺   １０．その他（                       ） 

（２）集会所を持っていないことでどのような課題がございますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．総会等の活動場所の確保     ２．活動時間の制約   

３．集会所を借りる際の賃料の負担  ４．その他（                    ） 

５．特にない 
 

町内会の活動エリアについて会長様のご印象をお聞きします 

問 32 地域の概況について教えてください※（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

土地利用の状況 １．戸建住宅地  ２．戸建・集合住宅混在  

３．住商混合  ４．ほぼ集合住宅 

５．中山間地域   

地域の歴史 １．戦前から  ２．戦後～昭和 30 年代開発 

３．昭和 40 年代～昭和 60 年代開発  

４．平成期開発 

商店街の有無 １．有        ２．無 

農地の有無 １．ほとんどない   ２．農地が混在している   

３．農地中心 

※貴町内会が集合住宅のみで町内会を形成している場合は、集合住宅の周辺地域の概況についてお

教えください。 
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問 33 地域住民の特徴についてお教えください。 

（１）世帯構成（主にあてはまるもの２つに○） 

１．未成年の子供のいる核家族が多い  ２．三世代以上の同居世帯が多い   

３．夫婦のみの世帯が多い   ４．単身世帯が多い   

５．高齢者のみの世帯が多い   ６．外国人世帯が多い  

７．わからない 
 

（２）住民の居住年数の特徴（あてはまるもの１つに○） 

１．長く住んでいる人が多い   ２．住民の入れ替わりが多い  

３．わからない 
 

会長様ご自身のことについて 

問 34 会長様ご自身についておたずねします。（それぞれ、あてはまるものに○）  

性別 １．男性 ２．女性 

年齢 １．２０歳代 ２．３０歳代 ３．４０歳代 ４．５０歳代 

５．６０歳代 ６．７０歳代 ７．８０歳以上 

職業 １．農林漁業従事者  ２．会社経営者・自営業者  ３．勤務者（常勤）  

４．勤務者（非常勤） ５．退職者・年金受給者  

６．（1～5 を除いた）専業主婦  ７．その他（            ） 

会長に就任してか

らの年数 

１．1 年未満  ２．１～２年  ３．２～３年   

４．３年以上（      年） 

居住年数 １．２年未満  ２．２年～５年未満 ３．５年～10 年未満 

４．10 年～20 年未満 ５．20 年～30 年未満 ６．30 年以上  

 

問 35 あなたは町内会長として、町内会業務で１ヶ月平均何日ぐらい従事されますか。（少しでも

町内会業務に従事された日は「１日」として数えてください） 

（                   ）日 
 

問 36 あなたは町内会長以外の、地域団体等の役職・役員を引き受けていますか。（あてはまるも

のすべてに○）  

１．連合町内会長       ２．民生・児童委員 ３．地区社会福祉協議会  

４．地区募金会        ５．赤十字奉仕団 ６．学区民体育振興会 

７．地区老人クラブ連合会   ８．ＰＴＡ  ９．子ども会  

10．ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｾﾝﾀｰ運営委員会  11．消防団    12．婦人防火クラブ    

13．地区防犯協会       14．地区交通安全協会  

15．その他（                                    ） 
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問 37 最後に、町内会活動・地域活動全般について、何かご意見などがございましたらご記入くだ

さい。（自由記述） 

   ※欄が足りない場合は、裏面もご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力どうもありがとうございました。 

調査票は９月８日（月）までにご返送ください。 
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「町内会等実態調査」へのご協力のお願い 
 

町内会長の皆さま                                                 

平成 26 年 8 月 

仙 台 市 
 

町内会長の皆さまには、日頃より地域福祉や環境美化、防犯防災など様々な地域活動にお

いて中心的な役割を果たしていただくなど、本市の行政サービスの大きな一翼を担っていた

だいております。また、東日本大震災の発災直後の避難所運営から、現在の復旧・復興につ

きましても、皆さまのお力が大きな原動力となり仙台の再生に向けたさまざまな取り組みが

進んでおりますことに、改めまして深く感謝申し上げます。 

しかしながら、こうした大変重要な町内会について、活動の担い手や役員のなり手の不足、

あるいは、地域コミュニティの変容など、町内会活動を取り巻く環境が厳しさを増している

とも言われております。 

この調査は、町内会を取り巻く現状や課題などを把握し、今後のまちづくりに向けた取り

組みの検討等に活用するために実施するものでございます。 

ご回答いただきました内容につきましては、例えば｢１番の意見の方が計何人で、全体の

何パーセント｣などのように統計的に集計し公開いたしますので、皆様にご迷惑がかかるよ

うなことはございません。調査結果は来年 2 月頃に取りまとめる予定であり、皆様にお送り

させていただきますとともに、市のホームページ等で公開させていただきます。お手数とは

存じますが、本調査にご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

＊＊ご記入にあたってのお願い＊＊ 

１．ご回答は、原則として町内会長様ご本人が行ってください。  

２．ご回答にあたっては、設問の内容をよくお読みいただき、あてはまる番号や欄に○をつけてく

ださい。｢その他｣を選んだ場合は、（  ）内に具体的な内容をお書きください。自由記述欄に

つきましても、可能な範囲で具体的にご記入ください。 

３．ご記入が終わりましたら、記入内容をお確かめの上、専用の返信用封筒（切手不要）

に本調査票を封入し、平成２６年９月８日(月)までにご投函ください。 

 ※返信用封筒表面のバーコードは、料金受取人払いとするため郵便局からの指示で印刷したもので、ご回答 

   された方を特定するものではございません。 

４．ご回答の際、ご不明な点などございましたら、上記までお問い合わせください。  

お問い合わせ先  

仙台市 まちづくり政策局 政策企画部 政策企画課 電話022-214-1245 
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仙台市 町内会等実態調査票 （連合町内会長様向け） 
 

町内会組織についてお聞きします 

問 1 貴連合町内会の名前を記入してください。  

連合町内会 ： 

 

問 2 貴連合町内会が発足したのはいつごろですか。（あてはまるもの１つに○） 

２． 昭和１９年以前 ２．昭和２０年代 ３．昭和３０年代   

４．昭和４０年代 ５．昭和５０年代  ６．昭和６０年代 

７．平成元年～９年 ８．平成１０年以降 ９．わからない 
 

問 3 貴連合町内会の役員構成について教えてください。  

名称 人数 うち女性 名称 人数 うち女性 

会長  人 庶務 人 人 

副会長 人 人 その他 人 人 

理事 人 人 合計 人 人 

会計 人 人    

 「その他」の役員について、主な職名をご記入ください。（４つまで） 

名称 名称 

  

  
 

問 4 貴連合町内会の役員の任期と、役員任期の規定について教えてください。 

役員の任期          年 

役員任期の規定 

（あてはまるもの１つに○） 

１．連続して同一の役員に就任可能な任期を設けている 

２．役員の定年を設けている   

３．特に規定はない 
 

問 5 貴連合町内会では専門部会（またはそれに相当する組織）がありますか。ある場合、部会（ま

たはそれに相当する組織）名をご記入ください。 

 １．ある    ２．ない 

     ある場合、部会名を記入ください。 

名称 名称 

（       ）部 （      ）部 

（       ）部 （      ）部 

（       ）部 （      ）部 

（       ）部 （      ）部 
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問 6 貴連合町内会では、会長、役員はどのようにして選ばれますか。（会長、役員の選び方をそれ

ぞれ１つ選んでご記入ください） 

１．総会での選挙  ２．役員間での互選・推薦  

３．もちまわり   ４．連合町内会長の指名  

５．抽選   ６．その他（           ） 
 

会長      役員       
 

問 7 昨年度どの程度の頻度で役員会を開催しましたか。（あてはまるもの１つに○） 

１．月１回   ２．２ヶ月に１回 ３．３ヶ月に１回    

４．半年に１回   ５．１年に１回   ６．その他（           ） 
 

問 8 貴連合町内会組織の運営で課題となっていることをお教えください。 

（下記 1～12 のうち重要と思われる順に３つまで選んで記入ください。） 

１．役員の高齢化や成り手不足  ２．役員を中心に特定の人に負担が集中 

３．行事の参加者が少ない（内容のマンネリ化など）    

４．未加入単位町内会の増加       ５．会員の高齢化     

６．活動費の不足        ７．事務負担が大きい    

８．集会する場所がない     ９．新たな取り組みを行うノウハウがない 

１０．行政からの依頼事項が多い  １１．新旧住民の交流が難しい   

１２．その他※（                  ） 

※「１２．その他」を選択した場合は、具体的な内容を括弧内にご記入ください。 
 

２．       ２．      ３．       
 

連合町内会で実施されている活動についてお聞きします 

問 9 下表の１～１６の活動は、単位町内会、連合町内会のどちらが主体となって活動しています

か。単位町内会、連合町内会がそれぞれ実施している活動を以下の選択肢からご記入ください。両

団体ともに実施している活動については、両方に番号を記載ください。 

１．お祭り  ２．運動会  ３．回覧板・町内会だよりの発行  

４．掲示板の管理 ５．会員の慶弔行事 ６．趣味講座の実施   

７．防災訓練  ８．災害時要援護者の支援体制づくり  

９．防犯パトロール    １０．交通安全運動の実施等 

１１．ごみ集積所の清掃   １２．資源回収  

１３．地域懇談会の開催   １４．高齢者等への見守りなどの支え合い活動 

１５．子供会・スポーツ少年団への支援  １６．まちづくり研修会の実施 
 

単位町内会が主に実施している活動 連合町内会が主に実施している活動 
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問 10 貴連合町内会での、以下の表に掲げるＡ～Ｋの活動の実施状況についてお聞きします。 

(1) Ａ～Ｋの活動の状況についてあてはまる欄に○をつけてください。 

(2）Ａ～Ｋの活動のうち、他の団体と連携して活動を行っている場合は、連携している団体の属性

について番号をご記入ください。 

１．市役所又は区役所 ２．他地区の連合町内会  ３．NPO などの市民団体 

４．市民センター  ５．地区社会福祉協議会  ６．地区民生委員児童委員協議会 

７．赤十字奉仕団  ８．地域包括支援センター ９．地区募金会 

１０．地区交通安全協会  １１.（介護・福祉）施設  １２．学校 

１３．児童館   １４．企業・商店（街）  １５．その他   
 

(3) 連合町内会で（引き続き、新たに）力を入れていきたい活動すべてに○をつけてください。 

活動内容 (2) 現在の活動状況 (2)連携している団体 

（複数回答可） 

 

(3) 

力を入

れてい

きたい

活動 

積
極
的
に 

活
動 

あ
る
程
度 

活
動 

あ
ま
り
活
動

し
て
い
な
い 

全
く
活
動
し

て
い
な
い 

回答例）地域の親睦・交流を図るための活動 

(夏祭り・運動会・敬老会・新年会・旅行会等) 

 
○ 

  １、３、４ 
○ 

Ａ．地域の親睦・交流を図るための活動 

(夏祭り・運動会・敬老会・新年会・旅行会等) 

      

Ｂ．住民相互の連絡 

（回覧板・町内会だよりの発行・掲示板の管理等） 

      

Ｃ．慶弔行事への相互協力 

（会員の慶弔行事等） 

      

Ｄ．文化活動・健康増進活動 

（趣味講座の実施・介護予防講座の開催等） 

      

Ｅ．防災活動 

（防災訓練・災害時要援護者の支援体制づくり等） 

      

Ｆ．防犯や交通安全に関する活動 

（防犯パトロール・交通安全運動の実施等） 

      

Ｇ．住環境美化活動 

（ごみ集積所の清掃・花壇作り・資源回収等） 

      

Ｈ．地域住民の声の行政への要望 

（地域懇談会の開催・地域環境整備の要望等） 

      

Ｉ．地域福祉の増進 

（活動例は欄外を参照） 

      

Ｊ．児童・生徒の健全育成 

（子供会・学校行事・スポーツ少年団への支援等） 

      

Ｋ．地域主体のまちづくり活動 

（まちづくり研修会の実施等） 

      

 

  

地域福祉の増進の活動例：（高齢者・障害者等への見守り・声掛けなどの支え合い活動、

ふれあいサロンや子育て支援サロンの開催、寄付・募金の協力呼びかけなど） 

○はいくつでも 
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問 11 問 10 でお教えいただいた他の団体と連携して行っている活動について、代表的な活動の名

称、連携している代表的な団体、連携の経緯・きっかけや活動内容についてお教えくださ

い。（代表的な活動を１つ） 

代表的な 

活動の名称 

 

連携している 

団体 

（あてはまるもの

すべてに○） 

１．市役所又は区役所  ２．他地区の連合町内会  

３．NPOなどの市民団体  ４．市民センター   

５．地区社会福祉協議会  ６．地区民生委員児童委員協議会 

７．赤十字奉仕団  ８．地域包括支援センター 

９．地区募金会   10．地区交通安全協会 

11.（介護・福祉）施設  12．学校  

13．児童館   14. 企業・商店（街） 

15．その他 （                         ）  

連携のきっかけ、経

緯 

回答例）学校の地域連携担当職員との定期的な意見交換をきっかけに、地域の

祭りに学校が協力してもらうことになった。 

 

 

 

 

 

主な活動の内容 回答例）○○祭りの設営やゴミ処理等のボランティアに○○中学校の生徒が参

加してくれている。 

祭りの模擬店には PTAも出店している。 

 

 

 

 

 
  

問 12 単位町内会の活動があまり活発でない地域等で、連合町内会が代わりに対応している例はあ

りますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．連合町内会の活動で対応している   ２．近隣の単位町内会に協力を依頼している 

３．その他（                                ） 

４．そのような例はない 
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東日本大震災の経験を踏まえた連合町内会の活動についてお聞きします 

問 13 東日本大震災時の活動状況についてお教えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．発災直後の避難誘導   ２．救出・救助、応急救護   

３．安否確認や見回り   ４．避難施設の運営 

５．支援物資（非常食や毛布、簡易トイレなど）の配布     

６．炊き出し    ７．地域の清掃、片づけなど   

８．生活に必要な情報の提供         

９．その他（                                   ） 

１０．特に何もしていない 
 

問 14 震災後、地域住民の意識に変化はありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

１．加入や活動に対する問い合わせが増えた    ２．活動・行事への意見や要望が増えた 

３．活動・行事への参加者が増えた        ４．特にかわらない 

５．その他（               ） 
 

問 15 震災後、新たに取り組んだり、より力を入れるようになった活動や行事はありますか。（あ

てはまるものすべてに○） 

１．住民のふれあい・交流行事の開催  

２．家庭での防災対策の呼びかけ（家具固定、備蓄など） 

３．町内会での防災資機材、備蓄などの充実   

４．防災訓練、避難所運営訓練の実施 

５．要配慮者（高齢者、障がい者）の避難支援の体制づくり 

６．緊急連絡先の把握     

７．町内会への加入促進 

８．その他（                                  ） 

９．特に行っていない 
 

問 16 今後、地域の防災力を向上させるために、連合町内会が担う必要があると思う役割について

教えてください。（あてはまるもの３つまで○） 

１．日ごろから防災のお知らせを出すなど、広報活動に取り組む  

２．災害時の救出・救助訓練や避難訓練などに取り組む  

３．救助や炊き出しに用いる器材の準備や、非常食などをたくわえる 

４．地域のなかで危ない場所を調べて、地域住民にお知らせする  

５．災害時の避難に支援の必要な方を把握し、いざというときの支援の仕組みを作る  

６．災害に備えて、地元の企業などと連携の仕組みを作る 

７．災害に備えて、行政との連携の仕組みを作る 

８．その他（                                      ） 
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町内会活動の担い手についてお聞きします 

問 17 現在、連合町内会活動を中心的に担っているのはどのような人ですか。（あてはまるもの３つ

まで○） 

１．農林漁業従事者  ２．会社経営者・自営業者  ３．勤務者（常勤） ４．勤務者（非常勤） 

５．退職者・年金受給者  ６．（1～5 を除いた）専業主婦  ７．その他（        ） 
 

問 18 貴連合町内会では、子育て世代等の若い住民が活動に参加していますか。（あてはまるもの

１つに○） 

１．役員として参加している   ２．役員ではないが担い手として活動には参加している  

３．あまり参加していない    ４．ほとんど参加していない 
 

問 19 貴連合町内会では、女性が活動に参加していますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．役員として参加している   ２．役員ではないが担い手として活動には参加している  

３．あまり参加していない    ４．ほとんど参加していない 
 

問 20 集合住宅の住民は、活動に参加していますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．役員として参加している   ２．役員ではないが担い手として活動には参加している  

３．あまり参加していない    ４．ほとんど参加していない 
 

問 21 役員の成り手を確保するため、どのような工夫をしていますか。（あてはまるものすべてに

○） 

１．時間的な負担を軽減する  ２．役員に報酬を支払っている 

３．役員一人当たりの作業負担を軽減する 

４．役員や会員とのコミュニケーションを大事にする 

５．町内会の役割や活動内容を周知する ６．活動への参加・協力をよびかける 

７．町内会の活動を常に見直し、関心を持たせる     

８．活動の透明性を高める  ９．役員のポストを単位町内会に割り振る 

１０．その他（                          ） 

１１．特に工夫していることはない 
 

問 22 町内会の行事の参加者を増やすため、どのような工夫をしていますか（あてはまるものすべ

てに○） 

１．町内会の活動を常に見直し、関心を持たせる 

２．町内会行事の広報チラシを工夫する 

３．行事の日程を早めにお知らせする 

４．直接会ったときに誘う 

５．他の団体に周知に協力いただく 

６．単位町内会と一緒に周知する 

７．その他（                           ） 

８．特に工夫していることはない 
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連合町内会の広報活動についてお聞きします 

問 23 現在利用されている活動の伝達手段、広報手法は主にどのようなものを使っていますか（そ

れぞれ、あてはまるものに○） 

 現在利用 

している 

今後の利用に 

関心がある 

利用する予

定はない 

Ａ．お知らせの個別配布    

Ｂ．回覧板    

Ｃ．掲示板    

Ｄ．電話連絡網     

Ｅ．ホームページ    

Ｆ．Ｅメール、携帯メール    

Ｇ．町内会だより    

Ｈ．その他（                 ）    
 

問 24 貴連合町内会で実施されている活動は、住民の方に十分認知されていますか。（あてはまる

もの１つに○） 

１．活動が十分認知されている 

２．認知されているが、一部の住民には伝わっていない 

３．活動が十分認知されていない 
  

問 25 連合町内会の伝達手段や広報活動についてどのような課題がありますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

１．回覧板が回るのが遅い   ２．行政からの依頼の回覧物が多い 

３．わかりやすい広報物をつくるのが難しい ４．集合住宅への広報が難しい 

５．ホームページの作成等、インターネットを活用したいが、担い手がいない   

６．広報紙を作成したいが、担い手がいない   ７．広報活動に力を入れたいが、予算が無い 

８．その他（                                  ） 

９．特にない 
 

連合町内会の活動拠点についてお聞きします 

問 26 貴連合町内会では、集会所・集会室をおもちですか。（あてはまるもの１つに○） 

１．自己所有している（築   年程度）   ２．賃借している（無償含む）  

３．持っていない（利用する都度、借りている） 
 

問 27 問 26 で「１．自己所有している」とされた方にお聞きします。集会所を所有することの課

題について教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

１．集会所の老朽化  ２．用具等の保管スペースの確保  ３．集会所の管理費用 

４．集会所の利用調整  ５．その他（                   ） 

６．特にない 
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問 28 問 26 で「３．持っていない」とされた方にお聞きします。 

（１）役員会等の町内会の会合は、主にどこで行っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

２． 市民センター ２．ｺﾐｭﾆﾃｨｰ・ｾﾝﾀｰ ３．学校等の会議室 ４．民間の貸館  

５．集合住宅の集会室 ６．会長宅  ７．好日庵  ８．老人憩の家 

９．社務所・寺   １０．その他（                       ） 

（２）集会所を持っていないことでどのような課題がございますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．総会等の活動場所の確保     ２．活動時間の制約   

３．集会所を借りる際の賃料の負担  ４．その他（                    ） 

５．特にない 
 

単位町内会の解散状況についてお聞きします 

問 29 過去５年の内、区域内の単位町内会から解散したい旨の相談を受けたことがありますか。 

１．ある（       件）      ２．ない    ３．わからない   

 

問 30 問 29 で「１．ある」とされた方にお聞きします。 

（１）相談を受けた際、どのように対応したかご記入ください。 

 

 

（２）相談があった単位町内会のその後の状況について、お聞かせください（あてはまるものすべ

てに○） 

１． １．現在もそのまま継続して活動（    件）  ２．隣接の町内会と合併（      件）  

２． ３．解散した（      件）         ４．その他（      件） 

 

（３） （２）で「３．解散した」とされた方にお聞きします。単位町内会が解散した理由につい

てご記入ください。（主にあてはまるもの３つまで○） 

１．人口の減少        

２．役員の高齢化       

３．役員を中心に特定の人に負担が集中していた 

４．行事の参加者が少ない（内容のマンネリ化など）    

５．未加入世帯が増加したため 

６．会員の高齢化       

７．活動費の不足      

８．事務負担が大きい 

９．集会する場所がない    

１０．その他（                                  ） 
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連合町内会の活動エリアについて会長様のご印象をお聞きします 

問 31 地域の概況について教えてください（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

土地利用の状況 １．戸建住宅地  ２．戸建・集合住宅混在  

３．住商混合  ４．ほぼ集合住宅 

５．中山間地域   

地域の歴史 １．戦前から  ２．戦後～昭和 30 年代開発 

３．昭和 40 年代～昭和 60 年代開発  

４．平成期開発 

商店街の有無 １．有        ２．無 

農地の有無 １．ほとんどない   ２．農地が混在している   

３．農地中心 
 

問 32 地域住民の特徴についてお教えください。 

（１）世帯構成（主にあてはまるもの２つに○） 

１．未成年の子供のいる核家族が多い  ２．三世代以上の同居世帯が多い   

３．夫婦のみの世帯が多い   ４．単身世帯が多い   

５．高齢者のみの世帯が多い   ６．外国人世帯が多い  

７．わからない 
 

（２）住民の居住年数の特徴（あてはまるもの１つに○） 

１．長く住んでいる人が多い  

２．住民の入れ替わりが多い  

３．わからない 
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会長様ご自身のことについて 

問 33 会長様ご自身についておたずねします。（それぞれ、あてはまるものに○）  

性別 １．男性 ２．女性 

年齢 １．２０歳代 ２．３０歳代 ３．４０歳代 ４．５０歳代 

５．６０歳代 ６．７０歳代 ７．８０歳以上 

職業 １．農林漁業従事者  ２．会社経営者・自営業者  ３．勤務者（常勤）  

４．勤務者（非常勤） ５．退職者・年金受給者  

６．（1～5 を除いた）専業主婦  ７．その他（            ） 

会長に就任してか

らの年数 

１．1 年未満   ２．１～２年  ３．２～３年   

４．３年以上（      年） 

居住年数 １．２年未満       ２．２年～５年未満    ３．５年～10 年未満 

４．10 年～20 年未満    ５．20 年～30 年未満   ６．30 年以上  

 

問 34 あなたは連合町内会長として、町内会業務で１ヶ月平均何日ぐらい従事されますか。（少し

でも町内会業務に従事された日は「１日」として数えてください） 

（                   ）日 
 

問 35 あなたは連合町内会長以外の、地域団体等の役職・役員を引き受けていますか。（あてはま

るものすべてに○）  

１．単位町内会長       ２．民生・児童委員 ３．地区社会福祉協議会  

４．地区募金会        ５．赤十字奉仕団 ６．学区民体育振興会 

７．地区老人クラブ連合会   ８．ＰＴＡ  ９．子ども会  

10．ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｾﾝﾀｰ運営委員会  11．消防団  12．婦人防火クラブ    

13．地区防犯協会       14．地区交通安全協会  

15．その他（                                    ） 
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問 36 最後に、町内会活動・地域活動全般について、何かご意見などがございましたらご記入くだ

さい。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力どうもありがとうございました。 

調査票は９月８日（月）までにご返送ください。 
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「町内会等実態調査」（市民意識調査） 

へのご協力のお願い 
 

市民の皆さまへ                                                   平成 26 年９月 

仙 台 市 
 

市民の皆さまには、日頃より仙台市政の運営にご協力いただきますとともに、東日本大震

災からの復旧・復興につきましても、皆さまのお力が大きな原動力となり仙台の再生に向け

たさまざまな取り組みが進んでおりますことに、深く感謝申し上げます。 

本市の町内会は、地域福祉や環境美化、防犯防災など様々な地域活動の中心的な役割を担

っておりますが、近年、地域コミュニティの変容などにより、その活動を取り巻く環境が厳

しさを増しているといわれております。 

今回の調査は、市民の皆様に、お住まいの地域の現状や町内会活動等をお聞きするもので、

頂きましたご意見等を、今後のまちづくりに向けた取り組みに活用してまいりたいと考え実

施するものです。 

今回調査にご協力いただく皆さまにつきましては、地域の特徴（居住年数や集合住宅が占

める割合等）を考慮したうえで、住民基本台帳から無作為に選ばせていただいております。 

調査票へのご回答につきましては、無記名でお答えいただきますほか、その結果は、例え

ば｢１番の意見の方が計何人で、全体の何パーセント｣などのように統計的に集計し公表いた

しますので、皆さま個人にご迷惑のかかるようなことはございません。調査結果につきまし

ては、来年２月頃にとりまとめる予定であり、本市のホームページ等で公開させていただき

ます。 

お手数とは存じますが、本調査にご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 

 

 

＊＊ご記入にあたってのお願い＊＊ 

１．ご回答は、必ずご本人が無記名で行ってください。  

２．ご回答にあたっては、設問の内容をよくお読みいただき、あてはまる番号や欄に○をつけてく

ださい。｢その他｣を選んだ場合は、（  ）内に具体的な内容をお書きください。 

３．ご記入が終わりましたら、記入内容をお確かめの上、専用の返信用封筒（切手不要）

に本調査票を封入し、平成２６年９月２６日(金)までにご投函ください。 

 ※返信用封筒表面のバーコードは、料金受取人払いとするため郵便局からの指示で印刷したもので、ご回答された 

方を特定するものではございません。 

 ４．ご回答の際、ご不明な点などございましたら、上記までお問い合わせください。 

  

お問い合わせ先 

仙台市 まちづくり政策局 政策企画部 政策企画課 電話 022-214-1245 
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仙台市 町内会等実態調査票（市民意識調査） 
 

お住まいの地域に対するご評価をお聞きします 
 

問 1 この地域に、住むことになったきっかけは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．もともとこの地域に住んでいたから  ２．広い住まいに住みたかったから 

３．通勤や通学など交通の便がいい場所だから   ４．防犯面において安全な地域だから 

５．道路が広く整備され、町並みがきれいだから ６．都会の割に公園など自然が多い地域だから 

７．魅力的な物件（価格・間取りなど）があったから  

８．未就学児の子育てに適しているから（保育園など） 

９．こどもの教育環境がいいから      １０．高齢者が安心して暮らせそうな環境だから 

１１．家族・親族が近くに住んでいるから 

１２．その他（                               ） 
 

問 2 この地域に、住み続けたいと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．思う ２．まあまあ思う ３．あまり思わない ４．思わない 
 

 

問 3 問 2のうち、「１．思う」「２．まあまあ思う」と答えられた方におうかがいします。 

住み続けたいと思う主な理由をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

１．周辺の音環境（騒音、静かさ等）が良い ２．教育・学習施設の利便性が高い  

３．交通の利便性が高い    ４．医療機関の利便性が高い 

５．買い物の利便性が高い   ６．災害に対する備えが良い  

７．周辺の治安が良い   

８．バリアフリー（周辺の道路や駅から自宅の行き来等） に優れている 

９．その他（                                    ） 
 

問 4 問 2のうち、「３．あまり思わない」「４．思わない」と答えられた方におうかがいします。 

住み続けたいと思わない主な理由をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

１．周辺の音環境（騒音、静かさ等）が悪い ２．教育・学習施設の利便性が低い 

３．交通の利便性が低い    ４．医療機関の利便性が低い 

５．買い物の利便性が低い   ６．災害に対する備えが悪い  

７．周辺の治安が悪い     

８．バリアフリー（周辺の道路や駅から自宅の行き来等） が不十分である 

９．その他（                                    ） 
 
 

  

問３へ 問４へ 
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あなたの『ご近所付き合い』についておうかがいします 

問 5 ご近所付き合いは、どの程度していますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．家の行き来をするなど、親しく交流している 

２．地域の清掃など、決まり事には参加しているが、普段の交流は無い 

３．あいさつをする程度でほとんどつきあいがない 

４．まったくつきあいがない 
 
 
 

問 6 災害時など、いざというときに近所の人と協力しあえると思いますか。（あてはまるもの１つ

に○） 

１．協力しあえる   ２．おそらく協力しあえると思う 

３．あまり協力しあえると思わない ４．まったく協力しあえると思わない 
 
 
 

問 7 あなたのお住まいの最寄りの１０世帯くらい（向こう三軒両隣り、集合住宅の場合同じフロ

アの住民）に、どんな方が住んでいるか知っていますか（家族構成までを含む）。（あてはまるもの

１つに○） 

１．ほとんど知っている   ２．半分以上知っている 

３．２～３世帯くらいは知っている ４．ほとんど知らない 
 
 
 

問 8 あなたは、ご近所以外で、色々な人とおつきあいする機会はありますか。（あてはまるもの１

つに○） 

１．頻繁につきあいを持っている  ２．つきあいを持っている 

３．あまりつきあいはない       ４．ほとんどつきあいがない 
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問 9 今のお住まいの地域で、次の運営主体による活動（集合住宅内のイベントなど含む）に参加

したことはありますか。（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

 普段参加 

している 

参加した 

経験がある 

参加した 

ことはない 

(１)町内会 １ ２ ３ 

(２)婦人会、老人会、子ども会、PTA 等 １ ２ ３ 

(３)NPO などのボランティア、市民活動団体 １ ２ ３ 

(４)仙台市等の行政機関 １ ２ ３ 

(５)学校 １ ２ ３ 

(６)民間企業、社会福祉法人 １ ２ ３ 

(７)共通の趣味などのサークル １ ２ ３ 
 

問 10 今のお住まいの地域で、次の分野の活動（集合住宅内のイベントなど含む）に参加したこと

はありますか。（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

 普段参加 

している 

参加した 

経験がある 

参加した 

ことはない 

(１)学校教育を支援する活動 １ ２ ３ 

(２)子育てを助ける活動 １ ２ ３ 

(３)まちづくりの活動（環境美化活動を含む） １ ２ ３ 

(４)防犯・防災・交通安全の活動  １ ２ ３ 

(５)お年寄りや障がい者などを助ける活動 １ ２ ３ 

(６)健康づくりのための活動 １ ２ ３ 

(７)スポーツ、文化芸術の活動（お祭りを含む） １ ２ ３ 
 
 
 
 

問 11 問 10 の（１）～（７）のうち、すべてに「３．参加したことはない」と答えられた方にお

うかがいします。「参加したことはない」のはなぜですか。（あてはまるもの３つまでに○） 

１．地域にかかわりたくないから  ２．忙しい（時間がない）から 

３．関心のある行事・活動がないから ４．（育児や介護など）世話が必要な家族がいるから 

５．体力や健康状態に自信がないから ６．どのような行事・活動があるか知らないから 

７．住んでいる地域以外の活動に参加しているから 

８．その他(                        )  ９．特に理由はない 
 
 

町内会との関わりについておうかがいします 

問 12 あなたは町内会に加入していますか。（あてはまるもの１つに○） 
 

１．加入している   ２．加入していない 
 

問 13、問 14、

問 15 をお答

えください 

問 16 へ 

全て「３」を選択された方 

⇒問 11 へ 
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問 13 問 12 で「１．加入している」と答えられた方におうかがいします。加入したきっかけは何

ですか。（あてはまるもの１つに○）  

１．自主的に加入した   ２．町内会役員（班長含む）の勧誘 

３．加入している人からのすすめ  ４．行政からのすすめ   

５．家族や友人からのすすめ  ６．入居時の条件   

７．加入が義務だと思った  ８．その他（                  ） 
 

問 14 お住まいの地域の町内会活動についてお聞きします。  

（１）町内会で実施している地域活動への認知・参加状況について教えてください※。（あてはまる

もの１つに○） 

※あなたが「集合住宅単体で町内会を形成している」集合住宅にお住まいの場合、集合住宅の町

内会で実施されている活動への認知・参加状況をお答えください。 

（２）参加されている地域活動について、具体的に教えてください。 

活動内容 （１）地域活動の認知・参加状況 （２）参加している 

地域活動 
知
っ
て
お

り
、
参
加
も

し
て
い
る 

知
っ
て
い

る
が
参
加

は
し
て
い

な
い 

知
ら
な
い 

例）地域の親睦・交流を図るための活動 

(夏祭り・運動会・敬老会・新年会・旅行会等) 
○ 

  ▲▲町内会夏祭り 

Ａ．地域の親睦・交流を図るための活動 

(夏祭り・運動会・敬老会・新年会・旅行会等) 

    

Ｂ．住民相互の連絡 

（回覧板・町内会だよりの発行・掲示板の管理等） 

    

Ｃ．慶弔行事への相互協力 

（会員の慶弔行事等） 

    

Ｄ．文化活動・健康増進活動 

（趣味講座の実施・介護予防講座の開催等） 

    

Ｅ．防災活動 

（防災訓練・災害時要援護者の支援体制づくり等） 

    

Ｆ．防犯や交通安全に関する活動 

（防犯パトロール・交通安全運動の実施等） 

    

Ｇ．住環境美化活動 

（ごみ集積所の清掃・花壇作り・資源回収等） 

    

Ｈ．地域住民の声の行政への要望 

（地域懇談会の開催・地域環境整備の要望等） 

    

Ｉ．地域福祉の増進 

（活動例は欄外を参照） 

    

Ｊ．児童・生徒の健全育成 

（子供会・学校行事・スポーツ少年団への支援等） 

    

Ｋ．地域主体のまちづくり活動 

（まちづくり研修会の実施等） 

    

 
地域福祉の増進の活動例：（高齢者・障害者等への見守り・声掛けなどの支え合い活動、

ふれあいサロンや子育て支援サロンの開催、寄付・募金の協力呼びかけなど） 
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問 15 お住まいの地域の町内会で（引き続き、新たに）力を入れて欲しい活動に○をつけてくださ

い。（あてはまるものすべてに○） 

活動内容 町内会に、力を入

れて欲しい活動 

Ａ．地域の親睦・交流を図るための活動(夏祭り・運動会・敬老会・新年会・旅行会等)  

Ｂ．住民相互の連絡（回覧板・町内会だよりの発行・掲示板の管理等）  

Ｃ．慶弔行事への相互協力（会員の慶弔行事等）  

Ｄ．文化活動・健康増進活動（趣味講座の実施・介護予防講座の開催等）  

Ｅ．防災活動（防災訓練・災害時要援護者の支援体制づくり等）  

Ｆ．防犯や交通安全に関する活動（防犯パトロール・交通安全運動の実施等）  

Ｇ．住環境美化活動（ごみ集積所の清掃・花壇作り・資源回収等）  

Ｈ．地域住民の声の行政への要望（地域懇談会の開催・地域環境整備の要望等）  

Ｉ．地域福祉の増進（活動例は欄外を参照）  

Ｊ．児童・生徒の健全育成（子供会・学校行事・スポーツ少年団への支援等）  

Ｋ．地域主体のまちづくり活動（まちづくり研修会の実施等）  

 

 

問 16 問 12 で「２．加入していない」と答えられた方におうかがいします。今後、町内会に加入

したいと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 
 

１．思う ２．まあまあ思う   ３．あまり思わない  ４．思わない 
 
 

問 17 問 16 で「１．思う」または「２.まあまあ思う」と答えられた方におうかがいします。 

町内会に加入したいと思う理由を教えてください。（あては まるものすべてに○） 

１．地域の親睦・交流を図る活動に参加したいから 

２．行政の広報物が手に入りやすくなるから ３．地域の情報が手に入りやすくなるから 

４．文化活動・健康増進活動に参加したいから ５．防火・防災面で安心になるから 

６．地域の防犯面で安心になるから  ７．地域の環境美化等に協力したいから 

８．行政に意見等を言いやすくなるから  ９．高齢者を支える活動は必要だと思うから  

１０．子育てを支援する活動は必要だと思うから １１．まちづくりの取組みに参加したいから  

１２．その他（                                   ） 
 

問 18 問 16 で「３．あまり思わない」または「４.思わない」と答えられた方におうかがいします 

「（あまり）思わない」のはなぜですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．人間関係がわずらわしそうだから ２．知っている人がいないから 

３．役につくことになるのが嫌だから 

４．清掃などの当番的な作業に参加したりするのが嫌だから 

５．町内会費を負担することになるのが嫌だから 

６．いずれ引っ越しをするつもりだから（転勤の予定等） 

７．町内会に加入するメリットが感じられないから 

８．その他（                       ） 
 

問 17へ 問 18 へ 

地域福祉の増進の活動例：（高齢者・障害者等への見守り・声掛けなどの支え合い活動、

ふれあいサロンや子育て支援サロンの開催、寄付・募金の協力呼びかけなど） ○はいくつでも 
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東日本大震災時の地域との関わりについておうかがいします 

問 19 東日本大震災前後で、ご近所付き合いに対する考え方は変わりましたか。（あてはまるもの

１つに○） 

１．変わった ２．少し変わった   

３．あまり変わらない ４．変わらない  
 
 

問 20 問 19 で「１．変わった」または「２．少し変わった」と答えられた方におうかがいします。

具体的に取り組んだことは何かありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．町内会など地域の自治活動に運営方として参加するようになった 

２．地域で行われる行事やイベントなどの活動に参加者として関わるようになった 

３．近所の人とあいさつなどをするようになった 

４．掲示板など地域の情報を意識するようになった 

５．回覧板を滞りなく回すようになった。 

６．地域で必要と思う活動を、主体的に立ち上げた 

（具体的に：                               ） 

７．特に何も取り組んでいない 

８．震災前から上記のいずれかには取り組んでいた 

（取り組んでいた番号：                           ） 
 

問 21 東日本大震災以前から、仙台市内にお住まいでしたか。（あてはまるもの１つに○） 
 

１．震災以前から仙台市に居住していた     ２．震災後に仙台市に引っ越してきた 
  
 
 

問 22 町内会をはじめとする地域団体からどのような支援を受けましたか。また、近隣にお住まい

の方同士で、どのような助け合いをされましたか。（各選択肢について、該当するものすべてに○） 

 

地
域
団
体
か

ら
支
援
を
受

け
た 

近
隣
住
民
同

士
で
助
け
合

い
が
あ
っ
た 

(１) 発災直後の避難誘導 １ ２ 

(２) 救出・救助、応急救護 １ ２ 

(３) 安否確認や見回り １ ２ 

(４) 町内会等が運営する避難施設への滞在 １ ２ 

(５) 支援物資（非常食や毛布、簡易トイレなど）の配布 １ ２ 

(６) 炊き出し １ ２ 

(７) 地域の清掃、片づけなど １ ２ 

(８) 生活に必要な情報の提供 １ ２ 

(９) その他（                  ） １ ２ 
  

問 22へ 問 23 へ 

問 20へ 問 21へ 
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あなたについておうかがいします 

問 23 あなた自身やご家族についておたずねします。（それぞれ、あてはまるものに○） 

①性別 １．男性 ２．女性 

②お住まいの

区 

１．青葉区       ２．宮城野区  ３． 若林区 

４．太白区      ５．泉区 

③年齢 

１．１０歳代  ２．２０歳代  ３．３０歳代  

４．４０歳代  ５．５０歳代  ６．６０歳代 

７．７０歳代  ８．８０歳以上 

④同居する 

家族は誰で
すか 

１．同居者なし（ひとり暮らし） ２．配偶者（夫または妻） 

３．（あなた又は配偶者の）親 ４．祖父・祖母 

５．子（及びその配偶者含む） ６．孫（及びその配偶者含む） 

７．兄弟姉妹 ８．その他の親族 

９．親族以外の者 

⑤住宅の種類 

１．持家（一戸建て） ２．持家（集合住宅） 

３．民間の借家（一戸建て） ４．民間の借家（集合住宅） 

５．公営の借家（UR（旧住宅公団）、住宅供給公社、市営住宅、県営住宅等） 

６．その他（                          ） 

⑥居住年数 

今のお住まいには何年住んでいますか。 

１．２年未満      ２．２年～５年未満     

３．５年～10 年未満 ４．10 年～20 年未満     

５．20 年～30 年未満 ６．30 年以上 

 

問 24 最後に、現在お住まいの地域で生活を続けていくうえで、不便に感じることや困っているこ

となどがあれば教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※欄が足りない場合は、別紙に記入いただき、同封をお願いいたします。 

※お名前等のご記入は不要です。 
 

ご協力どうもありがとうございました。 

調査票は９月２６日までにご返送ください。 
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「町内会等実態調査」（市民意識調査） 

へのご協力のお願い 

 

市民の皆さまへ                                                   平成 26 年９月 

仙 台 市 
 

市民の皆さまには、日頃より仙台市政の運営にご協力いただきますとともに、東日本大震

災からの復旧・復興につきましても、皆さまのお力が大きな原動力となり仙台の再生に向け

たさまざまな取り組みが進んでおりますことに、深く感謝申し上げます。 

本市の町内会は、地域福祉や環境美化、防犯防災など様々な地域活動の中心的な役割を担

っておりますが、近年、地域コミュニティの変容などにより、その活動を取り巻く環境が厳

しさを増しているといわれております。 

今回の調査は、町内会が解散又は未結成の地域にお住まいの皆様に対し、町内会について

の考えや地域の現状等をお聞きし、頂きましたご意見等を、今後のまちづくりに向けた取り

組みに活用してまいりたいと考え実施するものです。 

調査票へのご回答につきましては、無記名でお答えいただきますほか、その結果は、例え

ば｢１番の意見の方が計何人で、全体の何パーセント｣などのように統計的に集計し公表いた

しますので、皆さま個人にご迷惑のかかるようなことはございません。調査結果につきまし

ては、来年２月頃にとりまとめる予定であり、本市のホームページ等で公開させていただき

ます。 

 

 

＊＊ご記入にあたってのお願い＊＊ 

１．ご回答は、必ずご本人が無記名で行ってください。  

２．ご回答にあたっては、設問の内容をよくお読みいただき、あてはまる番号や欄に○をつけてく

ださい。｢その他｣を選んだ場合は、（  ）内に具体的な内容をお書きください。 

３．ご記入が終わりましたら、記入内容をお確かめの上、専用の返信用封筒（切手不要）

に本調査票を封入し、平成２６年９月２６日(金)までにご投函ください。 

 ※返信用封筒表面のバーコードは、料金受取人払いとするため郵便局からの指示で印刷したもので、ご回答された 

方を特定するものではございません。 

 

４．ご回答の際、ご不明な点などございましたら、上記までお問い合わせください。 

  

お問い合わせ先  

仙台市 まちづくり政策局 政策企画部 政策企画課 電話022-214-1245 
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仙台市 町内会等実態調査票（市民意識調査）  
 

お住まいの地域に対するご評価をお聞きします 

問 1 この地域に、住むことになったきっかけは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．もともとこの地域に住んでいたから  ２．広い住まいに住みたかったから 

３．通勤や通学など交通の便がいい場所だから   ４．防犯面において安全な地域だから 

５．道路が広く整備され、町並みがきれいだから ６．都会の割に公園など自然が多い地域だから 

７．魅力的な物件（価格・間取りなど）があったから  

８．未就学児の子育てに適しているから（保育園など） 

９．こどもの教育環境がいいから      １０．高齢者が安心して暮らせそうな環境だから 

１１．家族・親族が近くに住んでいるから 

１２．その他（                               ） 
 

問 2 この地域に、住み続けたいと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．思う ２．まあまあ思う ３．あまり思わない ４．思わない 
 

 

問 3 問 2のうち、「１思う」「２まあまあ思う」と答えられた方におうかがいします。 

住み続けたいと思う主な理由をお答えください （あてはまるもの１つに○） 

１．周辺の音環境（騒音、静かさ等）が良い ２．教育・学習施設の利便性が高い  

３．交通の利便性が高い    ４．医療機関の利便性が高い 

５．買い物の利便性が高い   ６．災害に対する備えが良い  

７．周辺の治安が良い   

８．バリアフリー（周辺の道路や駅から自宅の行き来等） に優れている 

９．その他（                                    ） 
 

問 4 問 2のうち、「３あまり思わない」「４思わない」と答えられた方におうかがいします。 

住み続けたいと思わない主な理由をお答えください。（あてはまるもの１つに○） 

１．周辺の音環境（騒音、静かさ等）が悪い ２．教育・学習施設の利便性が低い 

３．交通の利便性が低い    ４．医療機関の利便性が低い 

５．買い物の利便性が低い   ６．災害に対する備えが悪い  

７．周辺の治安が悪い     

８． バリアフリー（周辺の道路や駅から自宅の行き来等）  が不十分である 

９．その他（                                    ） 
 

  

問３へ 問４へ 
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あなたの『ご近所付き合い』についておうかがいします 

問 5 ご近所付き合いは、どの程度していますか。（あてはまるもの１つに○） 

１．家の行き来をするなど、親しく交流している 

２．地域の清掃など、決まり事には参加しているが、普段の交流は無い 

３．あいさつをする程度でほとんどつきあいがない 

４．まったくつきあいがない 
 
 
 

問 6 災害時など、いざというときに近所の人と協力しあえると思いますか。（あてはまるもの１つ

に○） 

１．協力しあえる   ２．おそらく協力しあえると思う 

３．あまり協力しあえると思わない ４．まったく協力しあえると思わない 
 
 
 

問 7 あなたのお住まいの最寄りの１０世帯くらい（向こう三軒両隣り、集合住宅の場合同じフロ

アの住民）に、どんな方が住んでいるか知っていますか（家族構成までを含む）。（あてはまるもの

１つに○） 

１．ほとんど知っている   ２．半分以上知っている 

３．２～３世帯くらいは知っている ４．ほとんど知らない 
 
 
 

問 8 あなたは、ご近所以外で、色々な人とおつきあいする機会はありますか。（あてはまるもの１

つに○） 

１．頻繁につきあいを持っている  ２．つきあいを持っている 

３．あまりつきあいはない       ４．ほとんどつきあいがない 
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問 9 今のお住まいの地域で、次の運営主体による活動（集合住宅内のイベントなど含む）に参加

したことはありますか。（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

 普段参加 

している 

参加した 

経験がある 

参加した 

ことはない 

(１)近隣の町内会 １ ２ ３ 

(２)婦人会、老人会、子ども会、PTA 等 １ ２ ３ 

(３)NPO などのボランティア、市民活動団体 １ ２ ３ 

(４)仙台市等の行政機関 １ ２ ３ 

(５)学校 １ ２ ３ 

(６)民間企業、社会福祉法人 １ ２ ３ 

(７)共通の趣味などのサークル １ ２ ３ 

 

問 10 今のお住まいの地域で、次の分野の活動（集合住宅内のイベントなど含む）に参加したこと

はありますか。（それぞれ、あてはまるもの１つに○） 

 普段参加 

している 

参加した 

経験がある 

参加した 

ことはない 

(１)学校教育を支援する活動 １ ２ ３ 

(２)子育てを助ける活動 １ ２ ３ 

(３)まちづくりの活動（環境美化活動を含む） １ ２ ３ 

(４)防犯・防災・交通安全の活動  １ ２ ３ 

(５)お年寄りや障がい者などを助ける活動 １ ２ ３ 

(６)健康づくりのための活動 １ ２ ３ 

(７)スポーツ、文化芸術の活動（お祭りを含む） １ ２ ３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 11 問 10 の（１）～（７）のうち、すべてに「３．参加したことはない」と答えられた方にお

うかがいします。「参加したことはない」のはなぜですか。（あてはまるもの３つまでに○） 

１．地域にかかわりたくないから  ２．忙しい（時間がない）から 

３．関心のある行事・活動がないから ４．（育児や介護など）世話が必要な家族がいるから 

５．体力や健康状態に自信がないから ６．どのような行事・活動があるか知らないから 

７．住んでいる地域以外の活動に参加しているから 

８．その他(                        )  ９．特に理由はない 
 

  

全て「３」を選択

された方 

⇒問 11 へ 
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お住まいの地域に、町内会が無いことについてのお考えをおうかがいします。 
 

問 12 仙台市の町内会では、主に以下のような活動に取り組んでいます。あなたは、町内会が取組

んでいる活動についてご存知でしたか。（あてはまるもの１つに○） 
 

 知って 

いた 

知らな 

かった 

(１) 住民相互の連絡・連携（回覧板・掲示板・ボランティア活動等）   

(２) 環境美化（花壇作りや地域清掃など）   

(３) 市（区）に対する要望等   

(４) 慶弔（入学・成人・敬老祝い会など）    

(５) 街路灯・防犯灯の設置や管理      

(６) 防火・防災（自主防災組織づくりや訓練）   

(７) 交通安全・防犯   

(８) 趣味・レクリエーション等文化活動 

  （各種講習会・芋煮会・夏まつり・盆踊りなど） 

  

 

問 13 現在、お住まいの地域に町内会がないことで生活に不安や不便を感じていますか。（あては

まるもの１つに○） 

１．不安や不便を感じている      ２．特に不安や不便はない  
 
  
 

問 14 問 13 で「１．不安や不便を感じている」と答えられた方におうかがいします 。  

不安や不便を感じている内容について教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

１．回覧板等がなく、住んでいる地域の情報が得にくい 

２．地域の防火・防災面で不安  ３．地域の防犯面で不安 

４．仙台市からの広報物（市政だより、催事案内等）が届かない  

５．災害情報などの行政情報が届かない・遅れる 

６．ごみ集積所や地域の清掃等の環境美化が不十分 

７．地域と行政とやり取りをする窓口がない  

８．地域の親睦・交流を図る活動がない 

９．その他（                                   ） 
 

問 15 問 13 で「２．特に不安や不便はない」と答えられた方におうかがいします。   

不安や不便が無い理由について教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

１．防火・防犯・防災等は行政サービスで十分だから 

２．行政からの広報物が無くても、必要な情報はインターネット等で収集できるから 

３．ごみ集積所や清掃等は専門の業者（マンション管理会社等）に任せているから 

４．行政に要望がある場合は、直接区役所や市役所に問い合わせを行うから 

５．町内会活動内容について、よく知らなかったから 

６．その他（                                 ） 

問 14へ 問 15 へ 
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問 16 今後、お住まいの地域で町内会等の地域の組織は必要になると思いますか。（あてはまるも

の１つに○） 

１．必要になる            ２．必要ない 
 
 
 

問 17 問 16 で「１．必要になる」と答えられた方にお伺いします。 

今後地域で町内会ができた場合の、町内会組織や活動への参加のご意向についてお教えください。 

１．役員等の立場で、町内会に関わってもよい 

２．役員等にはなりたくないが、町内会行事には参加してもよい 

３．町内会行事には参加したくないが、町内会には加入してもよい 

４．町内会に加入したくない（理由：                         ） 
 

 

東日本大震災時の地域との関わりについておうかがいします 

問 18 東日本大震災前後で、ご近所付き合いに対する考え方は変わりましたか。（あてはまるもの

１つに○） 

１．変わった ２．少し変わった   

３．あまり変わらない ４．変わらない  
 

 

問 19 問 18 で「１．変わった」または「２．少し変わった」と答えられた方におうかがいします。

具体的に取り組んだことは何かありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．地域の自治活動に運営方として参加するようになった 

２．地域で行われる行事やイベントなどの活動に参加者として関わるようになった 

３．近所の人とあいさつなどをするようになった 

４．掲示板など地域の情報を意識するようになった 

５．地域で必要と思う活動を、主体的に立ち上げた 

（具体的に：                               ） 

６．特に何も取り組んでいない 

７．震災前から上記のいずれかには取り組んでいた 

（取り組んでいた番号：                           ） 

 

問 20 東日本大震災以前から、仙台市内にお住まいでしたか。（あてはまるもの１つに○） 
 

１．震災以前から仙台市に居住していた     ２．震災後に仙台市に引っ越してきた 
  
 
 
  
 

  

問 17へ 問 18 へ 

問 21へ 問 22 へ 

問 19へ 問 20へ 
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問 21 震災時に、どのような支援を受けましたか。また、近隣にお住まいの方同士で、どのような

助け合いをされましたか。（各選択肢について、該当するものすべてに○） 

 

１ ２ 

支
援
を
受
け

た 近
隣
住
民
同

士
で
助
け
合

い
が
あ
っ
た 

(１) 発災直後の避難誘導 １ ２ 

(２) 救出・救助、応急救護 １ ２ 

(３) 安否確認や見回り １ ２ 

(４) 町内会等が運営する避難施設への滞在 １ ２ 

(５) 支援物資（非常食や毛布、簡易トイレなど）の配布 １ ２ 

(６) 炊き出し １ ２ 

(７) 地域の清掃、片づけなど １ ２ 

(８) 生活に必要な情報の提供 １ ２ 

(９) その他（                  ） １ ２ 
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あなたについておうかがいします 

問 22 あなた自身やご家族についておたずねします。（それぞれ、あてはまるものに○） 

①性別 １．男性 ２．女性 

②お住まいの

区 

１．青葉区       ２．宮城野区  ３． 若林区 

４．太白区      ５．泉区 

③年齢 

１．１０歳代  ２．２０歳代  ３．３０歳代  

４．４０歳代  ５．５０歳代  ６．６０歳代 

７．７０歳代  ８．８０歳以上 

④同居する 

家族は誰で
すか 

１．同居者なし（ひとり暮らし） ２．配偶者（夫または妻） 

３．（あなた又は配偶者の）親 ４．祖父・祖母 

５．子（及びその配偶者含む） ６．孫（及びその配偶者含む） 

７．兄弟姉妹 ８．その他の親族 

９．親族以外の者 

⑤住宅の種類 

１．持家（一戸建て） ２．持家（集合住宅） 

３．民間の借家（一戸建て） ４．民間の借家（集合住宅） 

５．公営の借家（UR（旧住宅公団）、住宅供給公社、市営住宅、県営住宅等） 

６．その他（                          ） 

⑥居住年数 

今のお住まいには何年住んでいますか。 

１．２年未満      ２．２年～５年未満     

３．５年～10 年未満 ４．10 年～20 年未満     

５．20 年～30 年未満 ６．30 年以上 

 

問 23 最後に、現在お住まいの地域で生活を続けていくうえで、不便に感じることや困っているこ

となどがあれば教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

  
※欄が足りない場合は、別紙に記入いただき、同封をお願いいたします。 

※お名前等のご記入は不要です。 
 

ご協力どうもありがとうございました。 

調査票は９月２６日までにご返送ください。 
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